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特集　誕生「あがの市民病院」

新しい形の地域医療を目指して新しい形の地域医療を目指して

安全・安心な医療を提供安全・安心な医療を提供
　

地
域
医
療
の
中
核
を
担
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
水
原
郷
病
院
が
60
余
年
の

幕
を
閉
じ
、
10
月
1
日
「
あ
が
の
市

民
病
院
」
が
開
院
い
た
し
ま
し
た
。

新
病
院
建
設
に
当
た
り
、
ご
理
解
・

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民
、

近
隣
住
民
の
皆
さ
ま
、
工
事
関
係
者

の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

新
病
院
に
は
、新
た
に
「
糖
尿
病
・

生
活
習
慣
病
予
防
治
療
セ
ン
タ
ー
」

と
「
地
域
医
療
・
連
携
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

利
用
者
一
人
ひ
と
り
に
最
適
な
医
療

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
市
民
か
ら
愛
さ
れ
、
信
頼
さ

れ
る
病
院
づ
く
り
に
努
め
、「
安
全
・

安
心
」
の
拠
点
病
院
と
し
て
、ま
た
、

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
、
救
急
医

療
の
復
活
や
運
営
・
経
営
の
安
定
化

な
ど
、
病
院
の
さ
ら
な
る
充
実
に
向

け
、取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

阿賀野市長　阿賀野市長　田中 清善田中 清善

あがの市民病院院長　あがの市民病院院長　尾﨑　進尾﨑　進

　

あ
が
の
市
民
病
院
の
院
長
を
拝
命

し
て
お
り
ま
す
、
尾
﨑
進
で
す
。

　

県
内
の
医
師
不
足
は
顕
著
で
あ

り
、
当
院
で
も
皆
さ
ん
の
ご
期
待
に

添
う
医
療
を
す
る
た
め
に
必
要
な
医

師
の
数
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、少
し
で
も
市
民
に
役
立
つ
「
あ

が
の
市
民
病
院
」
を
目
指
し
、
2
つ

の
新
し
い
取
り
組
み
を
始
め
ま
す
。

　

1
つ
目
は
、
新
潟
大
学
の
曽
根
教

授
の
ご
指
導
を
頂
戴
し
「
糖
尿
病
・

生
活
習
慣
病
予
防
治
療
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
ま
す
。
当
院
で
も
多
く
の

患
者
が
透
析
治
療
を
受
け
て
い
ま

す
。
以
前
は
腎
臓
病
か
ら
腎
不
全
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
糖

尿
病
の
悪
化
に
よ
る
患
者
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。

　

2
つ
目
は
「
地
域
医
療
・
連
携
セ

ン
タ
ー
」
の
開
設
で
す
。
在
宅
医
療

の
支
援
を
目
的
と
し
、
訪
問
診
療
、

訪
問
介
護
、
在
宅
医
療
に
向
け
て
入

院
中
か
ら
退
院
に
向
け
て
の
相
談
、

退
院
後
の
医
療
連
携
（
病
院
と
診
療

所
）、
福
祉
医
療
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
も
「
あ
が
の
市
民
病
院
」
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〜
新
生
「
あ
が
の
市
民
病
院
」
が
目
指
す
地
域
医
療
〜

〜
新
生
「
あ
が
の
市
民
病
院
」
が
目
指
す
地
域
医
療
〜

　

昭
和
29
年
12
月
に
開
院
し
て
昨
年

60
年
目
を
迎
え
た
水
原
郷
病
院
が
、

こ
の
た
び
、
新
た
に
「
あ
が
の
市
民

病
院
」
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
4
月
に
本
体
の
工
事
が
始
ま

り
、
今
年
7
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

完
成
ま
で
の
経
過
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

（h
ttp
://c
ity
.a
g
a
n
o
.n
iig
a
ta
.jp
/

su
ib
a
ra
h
p
/

）

　

あ
が
の
市
民
病
院
は
、
延
べ
床
面

積
が
約
2
万
㎡
、
地
上
6
階
建
て
、

病
床
数
が
２
５
０
床
と
な
っ
て
い
ま

す
。
診
療
科
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で

と
同
様
に
16
診
療
科
を
備
え
ま
す
。

　

１
階
は
、
外
来
診
療
、
検
査
、
薬

局
等
、
患
者
の
移
動
が
少
な
く
済
む

よ
う
に
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
機
能
的
な

配
置
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

2
階
は
、
手
術
室
、
リ
ハ
ビ
リ
室
、

売
店
の
他
、
休
憩
で
き
る
ラ
ウ
ン
ジ

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

3
階
の
一
部
と
4
階
、
5
階
が
病

室
に
な
っ
て
お
り
、
今
ま
で
よ
り
広

い
病
室
に
な
っ
て
い
ま
す
。

生  

ま
れ
変
わ
っ
た

ま
れ
変
わ
っ
た

　
　
　
　

  

あ
が
の
市
民
病
院

あ
が
の
市
民
病
院

　

新
し
い
病
院
は
、
施
設
や
設
備
だ
け
で
な
く
、

　

新
し
い
病
院
は
、
施
設
や
設
備
だ
け
で
な
く
、

急
増
し
て
い
る
糖
尿
病
・
生
活
習
慣
病
を
専
門

急
増
し
て
い
る
糖
尿
病
・
生
活
習
慣
病
を
専
門

に
治
療
す
る
診
療
科
や
、
在
宅
医
療
・
病
気
の

に
治
療
す
る
診
療
科
や
、
在
宅
医
療
・
病
気
の

予
防
の
サ
ポ
ー
ト
・
入
退
院
な
ど
の
調
整
を
行

予
防
の
サ
ポ
ー
ト
・
入
退
院
な
ど
の
調
整
を
行

う
機
関
が
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

う
機
関
が
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
あ
が
の
市
民
病
院
の
新

　

今
回
の
特
集
で
は
、
あ
が
の
市
民
病
院
の
新

た
な
取
り
組
み
を
中
心
に
、
今
後
の
展
望
な
ど

た
な
取
り
組
み
を
中
心
に
、
今
後
の
展
望
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

誕
生
「
あ
が
の
市
民
病
院
」

誕
生
「
あ
が
の
市
民
病
院
」

1 竣工記念式典でのテープカット。関係者など約竣工記念式典でのテープカット。関係者など約

100 人が参列し開院を祝いました。100 人が参列し開院を祝いました。

2 内覧会に訪れた市民。大勢の市民が、興味深そう内覧会に訪れた市民。大勢の市民が、興味深そう

に診察室などを見学していました。に診察室などを見学していました。

3 空から見た「あがの市民病院」。手前は水原郷病空から見た「あがの市民病院」。手前は水原郷病

院で、今後、第 2期工事により駐車場になります。院で、今後、第 2期工事により駐車場になります。

1

2

3
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糖
尿
病
は
、
自
覚
症
状
が
少
な
い

た
め
、
自
分
で
は
な
か
な
か
気
が
付

か
な
い
病
気
で
も
あ
り
ま
す
。

　

気
が
付
い
た
と
き
に
は
、
全
身
に

さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
起
こ
す
の
が
、

こ
の
病
気
の
特
徴
で
す
。

　

障
害
と
し
て
は
、失
明
や
脳
梗
塞
、

足
の
し
び
れ
な
ど
を
引
き
起
こ
す
神

経
障
害
、
腎
臓
障
害
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
特
に
、
新
規
に
人
工
透
析
を
始

め
る
患
者
の
約
半
数
は
、
糖
尿
病
に

起
因
す
る
腎
臓
障
害
の
患
者
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
阿
賀
野
市
内
で
は
、
糖
尿

病
の
医
療
費
が
、
毎
年
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
医
療
費
の
内
容
を
詳
し

く
調
べ
る
と
、
糖
尿
病
の
重
症
患
者

が
増
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
新
潟
県
の
平
均
よ
り
も
高
い
数

値
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
新
潟
大
学
の
協
力
を
得

て
、専
門
に
治
療
を
行
う
「
糖
尿
病
・

生
活
習
慣
病
予
防
治
療
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
ま
し
た
。

　

糖
尿
病
は
早
め
の
治
療
で
重
症
化

さ
せ
な
い
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

専
門
的
な
治
療
を
行
い
な
が
ら
、

一
緒
に
病
気
を
克
服
し
ま
し
ょ
う
。

糖
尿
病
・
生
活
習
慣
病
予
防
治

療
セ
ン
タ
ー
の
特
徴

① 

糖
尿
病
・
生
活
習
慣
病
専
門
の
診

療
科
を
創
設

② 

新
潟
大
学
か
ら
糖
尿
病
・
生
活
習

慣
病
の
専
門
家
3
人
が
診
療

③ 

地
域
の
開
業
医
や
健
診
機
関
と
の

連
携

④ 

栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談

糖  

尿
病
・
生
活
習
慣
病

尿
病
・
生
活
習
慣
病

　　

  

予
防
治
療
セ
ン
タ
ー

予
防
治
療
セ
ン
タ
ー

藤原 和哉医師（非常勤）藤原 和哉医師（非常勤）

新病院で始まる新病院で始まる

　　　　　新たな取り組み　　　　　新たな取り組み

糖尿病・生活習慣病予防治療センター 担当医糖尿病・生活習慣病予防治療センター 担当医

山本 正彦医師（常勤）山本 正彦医師（常勤） 松永 佐澄志医師（非常勤）松永 佐澄志医師（非常勤）

⬆

食
品
サ
ン
プ
ル
を
使
用
し
た
栄
養
指
導
。

食
品
サ
ン
プ
ル
を
使
用
し
た
栄
養
指
導
。

サ
ン
プ
ル
で
す
が
実
際
に
手
に
と
っ
て
触

サ
ン
プ
ル
で
す
が
実
際
に
手
に
と
っ
て
触

る
こ
と
に
よ
り
、
気
を
付
け
る
食
品
が
覚

る
こ
と
に
よ
り
、
気
を
付
け
る
食
品
が
覚

え
や
す
く
な
り
ま
す
。

え
や
す
く
な
り
ま
す
。

特集　誕生「あがの市民病院」

地域医療・連携センター長地域医療・連携センター長

髙野 嘉昭医師髙野 嘉昭医師

地  

域
医
療
・
連
携

域
医
療
・
連
携

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

  

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

⬆

関
係
す
る
職
員
が
相
談
に
同
席
し
、
総
合

関
係
す
る
職
員
が
相
談
に
同
席
し
、
総
合

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
相

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
相

談
室
は
完
全
な
個
室
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

談
室
は
完
全
な
個
室
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

も
守
ら
れ
ま
す
。

も
守
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
医
療
連
携
室
や
医
療
福
祉
相

談
室
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
退
院
支
援

と
在
宅
医
療
の
各
部
門
が
、
そ
の
機

能
を
集
約
し
、「
地
域
医
療
・
連
携

セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門

が
連
携
し
つ
つ
も
異
な
る
場
所
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
機

能
を
1
つ
に
集
約
す
る
こ
と
に
よ

り
、
さ
ら
な
る
機
能
と
連
携
の
強
化

を
図
り
、
当
市
に
お
け
る
地
域
医
療

ケ
ア
が
い
っ
そ
う
充
実
す
る
こ
と
を

目
指
す
体
制
を
つ
く
り
ま
し
た
。

地
域
医
療
・
連
携
セ
ン
タ
ー
の

特
徴

① 

入
院
や
退
院
、
他
の
病
院
か
ら
の

転
院
、
他
の
病
院
へ
の
転
院
な
ど

の
調
整

② 

在
宅
療
養
に
つ
い
て
の
総
合
的
な

支
援
と
相
談

③ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
関
連
職
種
を
招
集
し

て
の
総
合
的
な
話
し
合
い
の
場

新設された地域医療・連携センターのスタッフ新設された地域医療・連携センターのスタッフ
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病院を利用する人たちに聞きました病院を利用する人たちに聞きました

　

11
歳
と
8
歳
の
男
の
子
に
次
い
で

3
人
目
の
子
ど
も
を
出
産
し
ま
し

た
。生
ま
れ
た
の
は
女
の
子
で
し
た
。

上
の
2
人
も
水
原
郷
病
院
で
の
出
産

で
し
た
。

　

病
室
内
に
ソ
フ
ァ
ー
が
あ
っ
て
、

お
見
舞
い
の
人
や
家
族
が
ゆ
っ
た
り

と
座
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

出
産
に
は
心
配
事
が
多
く
な
り
ま

す
が
、
妊
婦
健
診
の
と
き
に
医
師
や

助
産
師
さ
ん
か
ら
丁
寧
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
い
て
い
た
の
で
、
安
心

で
き
ま
し
た
。

　

出
産
時
も
い
つ
も
の
助
産
師
さ
ん

で
し
た
の
で
、
話
し
や
す
く
安
心
し

て
出
産
で
き
ま
し
た
。

　

出
産
し
た
病
院
と
い
う
こ
と
で
、

何
か
あ
っ
た
と
き
に
引
き
続
き
同
じ

病
院
で
診
察
し
て
も
ら
え
る
の
も
心

強
い
で
す
。

　

祖
父
も
水
原
郷
病
院
に
通
院
し
て

い
る
の
で
、
家
族
に
と
っ
て
大
切
な

病
院
で
す
。

いつもの助産師さんがいつもの助産師さんが
　 出産に立ち会ってくれて安心でした　 出産に立ち会ってくれて安心でした

上松 千恵さん（緑町）上松 千恵さん（緑町）

清水 ノイさん（緑町）清水 ノイさん（緑町）

　

血
糖
値
が
高
い
の
で　

体
質
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
来
な
ら
ば
、
投
薬
治
療
が
一
番

楽
な
の
で
し
ょ
う
が
、
担
当
医
か
ら

は
「
あ
な
た
な
ら
頑
張
れ
る
」
と
励

ま
さ
れ
、
担
当
医
と
二
人
三
脚
で
体

質
改
善
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
食
事
の
改
善
と

定
期
的
な
運
動
で
数
値
は
改
善
さ
れ

て
き
て
う
れ
し
い
で
す
。

　

旅
行
な
ど
の
食
事
で
好
き
な
物
が

食
べ
ら
れ
な
い
と
き
は
、
担
当
医
の

顔
を
思
い
出
し
て
、「
い
ま
に
見
て

い
ろ
」
と
心
の
中
で
つ
ぶ
や
い
て

グ
ッ
と
我
慢
し
て
ま
す
（
笑
）

　

一
番
心
配
な
の
は
、
救
急
体
制
で

す
。
現
在
、あ
が
の
市
民
病
院
で
は
、

救
急
体
制
が
整
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

救
急
外
来
を
復
活
さ
せ
る
た
め
に

も
、
地
域
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

み
ん
な
で
支
え
る
体
制
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
新
病
院
で
救
急
が
早
く

復
活
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

医師と二人三脚で医師と二人三脚で
　　 血糖値の改善を頑張っています　　 血糖値の改善を頑張っています

　

腎
臓
を
患
い
、
10
年
前
か
ら
週
3

日
、
あ
が
の
市
民
病
院
で
透
析
治
療

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
に
も
親
切
に
し
て
い
た

だ
い
て
不
便
な
く
利
用
し
て
い
ま

す
。
夜
間
透
析
で
夕
食
を
用
意
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
メ

ニ
ュ
ー
を
覚
え
て
普
段
の
食
事
の
参

考
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
歩
い
て
病
院
に
通
っ
て
い

ま
す
。
市
内
で
透
析
で
き
る
病
院
は

他
に
な
く
、
あ
が
の
市
民
病
院
が
な

け
れ
ば
、
毎
回
市
外
の
病
院
ま
で
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
冬

場
は
降
雪
に
よ
り
道
路
事
情
も
悪
く

な
る
こ
と
か
ら
大
変
で
す
。

　

身
近
な
所
に
あ
る
「
あ
が
の
市
民

病
院
」
は
、
私
に
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
病
院
で
す
。

　

新
し
い
病
院
で
は
、
透
析
室
も
き

れ
い
に
な
る
そ
う
な
の
で
、
快
適
に

治
療
を
受
け
ら
れ
る
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

身近な病院、身近な病院、
　　 私にはなくてはならない病院です　　 私にはなくてはならない病院です

田邊 敏正さん（学校町）田邊 敏正さん（学校町）

　

市
で
は
「
健
康
寿
命
日
本
一
」
を

掲
げ
、
健
康
増
進
、
病
気
の
予
防
・

早
期
発
見
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。そ
の
一
翼
を
担
う
の
が
、

あ
が
の
市
民
病
院
で
す
。

　

こ
の
病
院
が
誕
生
す
る
ま
で
に

は
、
工
事
費
の
高
騰
や
医
師
の
退
職

等
で
市
民
の
皆
さ
ま
に
、
大
変
ご
心

配
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
病
院
は
、
広
い
ス
ペ
ー
ス

で
明
る
く
、
気
持
ち
良
く
診
療
を
受

け
て
い
た
だ
け
ま
す
。
出
産
に
関
し

て
も
、
よ
り
快
適
な
空
間
で
、
安
心

し
て
出
産
し
て
い
た
だ
け
る
環
境
を

整
え
て
い
ま
す
。

　

安
心
・
安
全
な
地
域
の
病
院
を
目

指
し
、
地
域
の
診
療
所
等
と
連
携
を

強
化
し
な
が
ら
総
合
病
院
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

市
外
の
大
規
模
病
院
の
後
方
支
援
と

し
て
リ
ハ
ビ
リ
や
回
復
期
の
医
療
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
病
院
で
す
。

病
院
が
ど
う
育
っ
て
い
く
か
は
、
市

民
の
力
も
大
き
く
左
右
し
ま
す
。
市

民
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
新
し
い

病
院
を
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

地
域
医
療
推
進
課 

地
域
医
療
推
進

係 

（
内
線
２
８
８
）

安  

心
・
安
全
な
地
域
の

心
・
安
全
な
地
域
の

　
　
　
　

  

病
院
を
目
指
し
て

病
院
を
目
指
し
て

病院がさらに使いやすくなります病院がさらに使いやすくなります

1 玄関ホール。再来受付機が設置され、従玄関ホール。再来受付機が設置され、従

来よりも手続きが簡単になります。来よりも手続きが簡単になります。

2 玄関ホール、2階の売店前ラウンジ、各玄関ホール、2階の売店前ラウンジ、各

診察室前には、診察の順番などが表示診察室前には、診察の順番などが表示

されるモニターを設置。おおよその待されるモニターを設置。おおよその待

ち時間が分かるようになりました。ち時間が分かるようになりました。

3 院内薬局では、受診後、病院内で薬を院内薬局では、受診後、病院内で薬を

受け取ることができます。受け取ることができます。

1

4

特集　誕生「あがの市民病院」

3

5

2

4 新しくなった病室。窓を大きくし、自新しくなった病室。窓を大きくし、自

然の光が病室に差し込みます。ベッド然の光が病室に差し込みます。ベッド

なども最新型になっています。なども最新型になっています。

5 人間ドックや健康診断などを行う健康人間ドックや健康診断などを行う健康

管理センター。検査室の配置を見直し、管理センター。検査室の配置を見直し、

従来より短い移動距離で、全ての検査従来より短い移動距離で、全ての検査

を受けることができます。を受けることができます。
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■
問
い
合
わ
せ

　

市
民
生
活
課 

環
境
係

　

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線
２
１
７
）

 

　
 

み
の
分
別
に

　　

  
協
力
を

協
力
を

平成 26年度のごみ収集量および再生利用例

区分
収集量
（トン）

再生利用例

可燃ごみ 11,947

資

源

ご

み

金属類 267
自動車や建設資材
等の鉄鋼製品

瓶 320 ガラス瓶の原料

ペットボトル 94
衣料品や繊維製品
等の原料

プラスチック
製容器包装

300
プラスチック製品
の原料、固形燃料

紙製容器包装 104 板紙、トイレット
ペーパーの芯、電
話帳等古紙類 1,198

古着・古布 269 海外で再使用

小計 2,552

不燃ごみ 189

粗大ごみ 727

合計 15,415

　

平
成
26
年
度
、
市
が
収
集
し
た
ご

み
約
1
万
５
４
１
５
ト
ン
の
う
ち
、

金
属
類
や
瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

の
資
源
ご
み
は
約
２
５
５
２
ト
ン
で

し
た
（
左
表
参
照
）。
こ
れ
ら
は
有

償
で
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
等
に
引
き
渡

さ
れ
、
売
却
収
入
約
２
８
３
５
万
円

が
ご
み
焼
却
場
の
処
理
費
や
燃
料
等

の
財
源
に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
に
市
内
全
域
で
回
収

さ
れ
た
古
着
・
古
布
は
約
２
６
９
ト

ン
で
、
可
燃
ご
み
の
削
減
や
資
源
化

に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

回
収
さ
れ
た
古
着
・
古
布
は
、
主

に
次
の
よ
う
な
流
れ
で
、
海
外
で
再

使
用
さ
れ
ま
す
。

分
別
で
２
８
０
０
万
円

古
着
・
古
布
は

海
外
で
再
使
用

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
ご
み
の
出
し
方
は
良
好
で
す
。

異
物
の
混
入
が
な
く
、
雨
濡
れ
防
止

の
た
め
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
っ
て
い

る
な
ど
、
ル
ー
ル
が
し
っ
か
り
と
守

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ゴ
ミ
の
分

別
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
は
、
ご
み
に

関
す
る
情
報
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
分
別
方
法
等
、
分
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
ち
ら
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

ド
レ
ス
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://c
ity
.a
g
a
n
o
.n
iig
a
ta
.jp
/

g
o
m
i/to
p
/

引
き
続
き
ご
み
の

分
別
に
ご
協
力
を

回収された古着・古布回収された古着・古布出荷作業（県外業者へ搬送）出荷作業（県外業者へ搬送）

国外の工場で仕分け作業国外の工場で仕分け作業海外店舗で販売海外店舗で販売

ごご

1

　

布
製
か
ば
ん
、
ぬ
い
ぐ
る
み
は
古

着
・
古
布
に
該
当
し
ま
す
が
、
じ
ゅ

う
た
ん
、
電
気
毛
布
、
ス
ポ
ン
ジ
の

入
っ
た
布
団
は
古
着
・
古
布
に
該
当

し
ま
せ
ん
。

　

ご
み
に
出
す
際
は
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

4

2

3

Important Notice

マイナンバー（個人番号）がマイナンバー（個人番号）が
通知されます通知されます

■この記事に関する問い合わせ

・・通知カード・個人番号カードに関すること…市民生活課 市民係へ　☎ 62-2510（内線 211）

・・制度全般に関すること…市長政策課 企画経営係へ　☎ 62-2510（内線 261）

　通知カードが届きます

　個人番号カードを申請できます

　マイナンバーに関する問い合わせ

　平成 28 年 1 月から希望者には、個人番号カー

ドを交付します（初回無料）。個人番号カードには、

氏名、住所、生年月日、性別、顔写真、個人番号

等が記載され、身分証明書として利用できます。

　住民基本台帳カードは有効期限まで利用可能で

すが、個人番号カードの交付を希望する人につい

ては、交付時に回収します。

　個人番号カードの交付を希望する人は、通

知カードに同封された交付申請書に必要事項

を記入の上、顔写真を貼り付け、同封の返信

用封筒で郵送してください。

※ スマートフォン等からの申請も可能です。

詳しくは、通知カードに同封される説明書

類をご覧ください。

　10 月 5日（月）以降、住民票を有する全ての人

に対し、マイナンバーが記載された「通知カード」

が世帯主宛てに簡易書留で郵送されます（上の封

筒に入っています）。

　マイナンバーは、生涯にわたってさまざまな場

面で利用する番号となります。通知カードをなく

したり、捨てたりしないよう、大切に保管してく

ださい。紛失等で再交付を受ける場合は、手数料

が必要となります。

●コールセンター

・・日本語　☎ 0570-20-0178
・・ 外国語（英語、中国語、韓国語、スペイン語、

ポルトガル語）　☎ 0570-20-0291

※午前 9時 30 分～午後 5時 30 分

　（土曜、日曜、祝日、年末年始を除く）

●ホームページ

内閣官房マイナンバー社会保障・税番号制度

（http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/）

通知カードのイメージ

表

裏

み ほ んみ ほ ん 必ず中身を

見てね！
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有
限
会
社
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム
は

平
成
14
年
に
設
立
さ
れ
、
翌
年
に
特
定

農
業
法
人
と
な
り
、
水
稲
・
キ
ャ
ベ
ツ

で
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
（
土
づ
く
り
と
化

学
肥
料
・
農
薬
の
使
用
低
減
を
一
体
的

に
行
う
持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
を

計
画
し
、
都
道
府
県
知
事
の
認
定
を
受

け
た
農
業
者
）
を
取
得
し
ま
し
た
。
現

在
は
、
役
員
3
人
、
社
員
9
人
、
パ
ー

ト
1
人
で
経
営
し
て
い
ま
す
。
経
営
内

容
は
、
減
農
薬
コ
シ
ヒ
カ
リ
60
㏊
を
は

じ
め
と
す
る
水
稲
が
合
計
71
・
2
㏊
、

大
豆
25
㏊
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
切
花
23
万

本
、
そ
の
他
多
数
の
作
物
の
栽
培
と

作
業
を
受
託
し
、
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
（
デ

■
問
い
合
わ
せ

　

 

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
68
‐
３
２
３
８
（
内
線
２
７
０
）

 

農
業
生
産
法
人

有

限

会

社

ド

リ

ー

ム

フ
ァ
ー
ム
（
入
善
町
）

パ
ー
ト
な
ど
の
大
型
店
の
売
り
場
に
、

比
較
的
小
規
模
の
独
立
し
た
店
舗
形

態
の
売
り
場
を
設
置
す
る
こ
と
）
と
直

売
所
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

入
善
町
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
で
あ
る
入

善
レ
ッ
ド
ラ
ー
メ
ン
は
、
ド
リ
ー
ム

フ
ァ
ー
ム
が
開
発
し
た
も
の
で
、
6
次

産
業
化
へ
の
大
き
な
足
掛
か
り
と
な

る
と
同
時
に
、
地
域
振
興
に
も
一
役

買
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
の
飲
料
メ
ー
カ
ー
工
場

か
ら
出
る
コ
ー
ヒ
ー
か
す
を
土
づ
く

り
に
使
用
し
、
ト
マ
ト
や
キ
ャ
ベ
ツ
を

は
じ
め
と
す
る
野
菜
を
、
年
間
を
通
じ

て
栽
培
を
行
う
周
年
栽
培
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
香
港
に
米
を
輸
出
し
て
い
ま

す
が
、
経
費
負
担
が
大
き
く
、
大
口
契

約
時
に
補
償
も
な
い
た
め
、
個
人
輸
出

の
展
開
に
は
い
ろ
い
ろ
と
苦
労
が
あ

る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
米
の
輸
出

が
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の

状
況
を
見
極
め
、
経
営
判
断
を
し
て
い

き
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム
の
夢
は
、
地
域

内
で
の
役
割
を
き
っ
ち
り
と
果
た
し
、

規
模
を
拡
大
し
て
野
菜
の
拠
点
と
す

る
こ
と
で
す
。
会
社
の
夢
は
社
員
の
夢

で
あ
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
を
大
事
に
、
大

地
と
夢
を
は
ぐ
く
む
経
営
を
今
後
も

進
め
て
い
き
た
い
と
熱
く
語
っ
て
く

れ
た
こ
と
が
深
く
印
象
に
残
り
ま
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
魚
津
市
農
業
委
員
会
を

表
敬
訪
問
し
、
遊
休
農
地
対
策
や
鳥
獣

被
害
等
に
つ
い
て
、
情
報
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

《
報
告
者
…
農
業
委
員　

保
科
繁
雄
・

菅
井
茂
》

農 業 者 年 金 ～特徴～～特徴～

○ 農業に従事し、国民年金に加入している 60

歳未満の人はどなたでも加入できます。

○少子高齢時代に強い積立方式の年金です。

○ 保険料は月額 2万円～ 6万 7千円。ご自身

で決められます。

○税制面で優遇措置があります。

○ 一定の要件を満たす人には、保険料の国庫

補助があります。

7月６～7日7月６～7日

富山県入善町・魚津市富山県入善町・魚津市

農業委員の農業委員の
視察研修報告視察研修報告
農業委員の農業委員の
視察研修報告視察研修報告

魚津市農業委員会との情報交換魚津市農業委員会との情報交換

ドリームファームの農産物直売所ドリームファームの農産物直売所
La La Garden（ラ ラ ガーデン）La La Garden（ラ ラ ガーデン）

み
ん
な
で

守
ろ
う 

大
切
な

い
の
ち

■
問
い
合
わ
せ

　　

健
康
推
進
課 

健
康
づ
く
り
係

　

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線
６
３
５
）

 

　

全
国
で
は
、
平
成
10
年
以
降
、
年

間
の
自
殺
者
数
が
3
万
人
を
超
え
る

状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

22
年
か
ら
は
3
万
人
を
下
回
り
、
減

少
傾
向
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
依
然
と
し
て
多
く
の
人
が
自
殺

に
よ
り
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

阿
賀
野
市
に
お
い
て
も
、
平
成
16

年
か
ら
平
成
26
年
ま
で
の
11
年
間

で
、
１
５
４
人
の
尊
い
命
が
自
殺
に

よ
り
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
悩
み
苦
し
む
人
が
孤
立

せ
ず
、
家
族
や
地
域
が
共
に
支
え
合

う
温
か
い
阿
賀
野
市
と
な
る
こ
と
を

目
的
に
、「
阿
賀
野
市
み
ん
な
で
支

え
よ
う
『
こ
こ
ろ
』
と
『
い
の
ち
』

を
守
る
条
例
」
を
策
定
し
、
平
成
26

年
4
月
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
条
例
を
踏
ま
え
、

今
年
度
、「
阿
賀
野
市
み
ん
な
で
支

え
よ
う
『
こ
こ
ろ
』
と
『
い
の
ち
』

を
守
る
行
動
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

計
画
の
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
水
原
保
健

セ
ン
タ
ー
と
各
支
所
に
設
置
し
て
い

ま
す
。

本人だけでなく、家族・友達のことでも構いません。一人で悩まず、気軽に相談してください。

相談窓口 連絡先 時間

健康推進課 ☎ 61-2474 平日の午前 8時 30 分～午後 5時

新潟県新発田地域振興局地域保健課 ☎ 0254-26-9133 平日の午前 8時 30 分～午後 5時

新潟県いのちとこころの支援センター ☎ 0254-28-8880 平日の午前 8時 30 分～午後 5時

こころの相談ダイヤル ☎ 0570-783-025 毎日 24 時間

行
動
計
画
を
策
定

相談はこちらへ

身
近
に
悩
ん
で
い
る
人
が
い
た
ら

　

悩
ん
で
い
る
人
に
対
し
て
あ
な
た
が
で
き
る
行
動
は
、
次
の
4
つ
で
す
。

24 24.2 23.7 24.4 24 24.4 23.4 22.9 
21 20.7 19.5 

31.4 
29.7 30.6 32 

27.9 

30 
28.6 

27.7 26.4 26.1 23.5 

31.5 

27.6 25.7 

39 
41.4 

43.9 

24.1 

30.3 
28.3 

35.3 

15.6 15 

20 

25 

30 

35 

40 

45 

H16  H17  H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24  H25  H26  

 

 

 

 

み
ん
な
で
支
え
る

　

自
殺
で
亡
く
な
る
人
の
多
く
は
、

亡
く
な
る
直
前
に
う
つ
病
な
ど
の
こ

こ
ろ
の
病
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、そ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
、

失
業
や
借
金
等
の
経
済
問
題
、
家
族

や
職
場
の
人
間
関
係
、
過
労
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
合
的
に
絡
み

合
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

阿
賀
野
市
の
自
殺
要
因
も
、
男
女

共
に
健
康
問
題
が
多
く
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
こ
こ
ろ
の
病
で
す
。
そ
の
中

で
も
う
つ
病
が
約
60
％
を
占
め
、
早

期
発
見
・
治
療
が
自
殺
を
予
防
す
る

カ
ギ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

自
殺
を
防
ぐ
特
効
薬
は
、〝
相
談

す
る
こ
と
〞
で
す
。
深
刻
な
悩
み
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
な
か
な
か
自
分

か
ら
相
談
で
き
ま
せ
ん
。

　

気
付
い
た
人
が
声
を
掛
け
、
悩
み

を
持
つ
人
を
み
ん
な
で
支
え
合
っ
て

い
く
〝
や
さ
し
い
阿
賀
野
市
〞
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

①
気
付
く

　

家
族
や
仲
間
の
変
化

に
気
付
い
て
、「
ど
う

し
た
の
？
」「
よ
か
っ

た
ら
話
し
て
」
と
声
を

掛
け
ま
し
ょ
う
。

②
話
を
聴
く

　

本
人
の
気
持
ち
を
尊

重
し
、
耳
を
傾
け
、
悩

み
を
受
け
止
め
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

④
見
守
る

　

温
か
く
寄
り
添
い
な

が
ら
じ
っ
く
り
と
見
守

り
ま
し
ょ
う
。

③
つ
な
ぐ

　

専
門
の
相
談
窓
口
を

紹
介
す
る
な
ど
、
相
談

先
へ
つ
な
い
で
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
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安 田 支 所  ☎ 68ー3000
農業委員会  ☎ 68ー3238
安田公民館・体育館  ☎ 68ー3006

京ヶ瀬支所  ☎ 67ー2111
市立図書館  ☎ 67ー2500

阿賀野市役所  ☎ 62ー2510
水原総合体育館    （休館中）
水原公民館    （休館中）
あがの市民病院  ☎ 62ー2780
上下水道局  ☎ 62ー2159
消 防 本 部  ☎ 62ー2058

笹 神 支 所  ☎ 62ー4141
学校教育課  ☎ 62ー2790
生涯学習課  ☎ 62ー5322
笹神体育館  ☎ 61ー2111
ふれあい会館  ☎ 63ー8019     

お知らせお知らせ
主　

要　

連　

絡　

先

【市役所・各支所の開庁時間】
午前 8時 30 分～午後 5時 15 分〔土曜、日曜、祝日、
年末年始 (12 月 29 日～ 1月 3日 ) を除く〕

市
運
動
普
及
員
会
事
業

シ
ャ
キ
！
い
き
！

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー

　

あ
が
の
シ
ャ
キ
！
い
き
！
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
す
。

　

毎
月
1
の
つ
く
日
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

デ
ー
。
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
一
緒
に

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
11
月
2
日
（
月
）
午
前
8
時

50
分
集
合

※ 

小
雨
決
行
。
1
日
が
休
日
の
場
合
、

翌
日
に
開
催
。

▼
集
合
場
所
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
前

▼
コ
ー
ス
＝
水
原
街
な
か
コ
ー
ス
（
天

領
直
轄
領
地
と
し
て
、
栄
え
た
街
並
み

を
味
わ
え
る
約
6
㎞
コ
ー
ス
）

▼
持
ち
物
＝
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
雨
具

▼
服
装
＝
動
き
や
す
い
服
装
・
靴
で
、

荷
物
は
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
入
れ
る
な

ど
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
運
動
普
及
員
会
事

務
局
（
健
康
推
進
課
内
・
内
線
６
３
５
）

２
０
１
５
阿
賀
町
・
五
泉
市
・
阿
賀
野
市

障
が
い
者

合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
お

互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
共
生
で
き
る
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、
合
同
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活

が
送
ら
れ
る
よ
う
〝
地
域
づ
く
り
〞
に
つ

い
て
、
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
10
月
31
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
30
分
（
午
前
9
時
30
分
開
場
）

▼
会
場
＝
阿
賀
町
公
民
館
（
東
蒲
原
郡

阿
賀
町
鹿
瀬
８
９
８
５
‐
1
・
阿
賀
町

鹿
瀬
支
所
隣
り
）

▼
内
容

・ 

午
前
…
社
会
福
祉
法
人
中
越
福
祉
会

安
心
・
安
全
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
小

林
義
明
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る

講
演
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
生
活
」、

Ｙよ

っ

ぴ

ー

ｏ
ｐ
ｐ
ｙ
さ
ん
に
よ
る
「
生
き
様

発
表
会
」、
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
ほ
か

・ 

午
後
…
事
業
所
作
業
体
験
、
演
歌
ビ

ク
ス
（
演
歌
に
合
わ
せ
て
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
を
踊
る
） 

ほ
か

・ 

そ
の
他
…
阿
賀
町
鹿
瀬
支
所
の
ロ

ビ
ー
で
、
障
害
福
祉
事
業
所
に
よ
る

事
業
所
紹
介
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
、
軽

食
・
自
主
製
作
品
等
の
販
売
が
行
わ

れ
ま
す
。

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
保
育
ル
ー
ム
を
設
置
し
ま

す
。
利
用
希
望
者
は
10
月
16
日
（
金
）

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
保
育

料
無
料
）

▼
主
催
＝
新
潟
地
域
振
興
局
健
康
福
祉

部
、
阿
賀
野
市
、
五
泉
市
、
阿
賀
町

▼
共
催
＝
阿
賀
町
・
五
泉
市
・
阿
賀
野

市
障
が
い
者
合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委

員
会

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
阿
賀

町 

健
康
福
祉
課　

☎
０
２
５
４
‐
92

‐
５
７
６
３

認
知
症
介
護
者
の
つ
ど
い

　

24
時
間
、
３
６
５
日
休
み
が
な
く
、

先
が
見
え
な
い
介
護
…
。「
毎
日
大
変
」

「
私
ば
か
り
が
」
と
思
い
、
気
が
休
ま

ら
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

心
が
ら
っ
く
り
軽
く
な
る
「
い
い
加

減
・
良
い
加
減
」
な
介
護
が
で
き
る
、

介
護
体
験
談
を
聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
10
月
29
日
（
木
）
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分

▼
会
場
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

瓢
湖
憩
の
家

▼
内
容

① 

介
護
体
験
者
が
語
る
「
い
い
加
減
・

良
い
加
減
介
護
の
す
す
め
」
…
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
話

② 

介
護
よ
も
や
ま
座
談
会
と
「
ス
ト
レ

ス
さ
っ
ぱ
り
」
簡
単
な
体
操
の
紹
介

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円

▼
申
込
期
限
＝
10
月
26
日
（
月
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
高
齢
福

祉
課 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
阿
賀

野
（
内
線
２
３
３
）

平
成
27
年
度 

第
2
回

安
田
軽
ト
ラ
市
場

　

軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
や
軽
自
動
車

で
、
野
菜
・
果
物
等
の
農
産
物
や
加
工

品
、
工
芸
品
、
商
工
業
製
品
な
ど
を
販

売
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
25
日
（
日
）
午
前
9
時

〜
正
午
※
小
雨
決
行

▼
会
場
＝
安
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ウ
イ
ン
デ
ィ
「
正
面
玄
関
前
駐
車
場
」

◎
出
店
者
募
集

▼
出
店
料
＝
１
０
０
０
円
／
台

▼
申
込
期
限
＝
10
月
9
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
安
田
商

工
会　

☎
68
‐
２
２
０
８

秋
の
自
然
観
察
会

き
の
こ
の
見
方
勉
強
会

▼
日
時
＝
10
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
2
時
30
分
（
午
前
9
時
30

分
〜
五
頭
連
峰
少
年
自
然
の
家
で
受
付
）

▼
会
場
＝
五
頭
薬
用
植
物
園
・
五
頭
連

峰
少
年
自
然
の
家

▼
内
容

・ 

き
の
こ
採
集
（
午
前
10
時
30
分
〜
正

午
）

・ 

き
の
こ
の
見
方
勉
強
会
、
ミ
ニ
講
演

会
と
き
の
こ
の
鑑
定
（
午
後
1
時
〜

2
時
30
分
）

▼
講
師
＝
飯
田
喜
作
氏
（
日
本
菌
学
会

会
員
）

▼
参
加
費
＝
５
０
０
円

▼
そ
の
他

・ 

き
の
こ
汁
の
サ
ー
ビ
ス
。
マ
イ
タ
ケ
、

宝
珠
温
泉
あ
か
ま
つ
荘
入
浴
割
引
券

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
採
れ
た
て
野
菜
が

当
た
る
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

・ 

飲
み
物
・
昼
食
は
各
自
で
準
備
し
て

く
だ
さ
い
。
弁
当
（
８
０
０
円
）
を

販
売
し
ま
す（
申
し
込
み
時
要
予
約
）。

▼
申
込
期
限
＝
10
月
9
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
観

光
課 

施
設
管
理
係
（
内
線
３
４
２
）

愛
鳥
セ
ン
タ
ー
紫
雲
寺
さ
え
ず
り
の
里

秋
の
渡
り
を
見
る
会

　

秋
の
福
島
潟
を
散
策
し
、
渡
っ
て
き

た
水
鳥
や
小
鳥
を
観
察
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
25
日
（
日
）
午
前
8
時

〜
10
時

▼
会
場
＝
福
島
潟

▼
集
合
場
所
＝
ビ
ュ
ー
福
島
潟
「
駐
車

場
」（
新
潟
市
北
区
前
新
田
乙
４
９
３
）

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
小
雨
決

行
の
た
め
雨
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県
愛
鳥
セ
ン

タ
ー
紫
雲
寺
さ
え
ず
り
の
里

☎
０
２
５
４
‐
41
‐
４
５
０
０

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

交
流
ホ
ー
ル
展
示
案
内

◎ 

白
ゆ
り
会
「
作
品
展
示
会
」

　

会
員
の
ち
ぎ
り
絵
作
品
19
点
を
展
示

し
ま
す
。

▼
期
間
＝
10
月
6
日
（
火
）
〜
11
月
15

日
（
日
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

（
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

※ 

月
曜
休
館
日
（
月
曜
が
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）

▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館
「
交
流
ホ
ー
ル
」

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

催　
　

し

あ
が
の
わ
く
わ
く

産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
５

　

阿
賀
野
市
の
農
・
商
・
工
の
事
業
者

が
一
同
に
集
い
、
そ
の
魅
力
を
発
信
す

る
産
業
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

　

4
回
目
を
迎
え
る
今
回
は
、
阿
賀
野

市
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
た
め
、「
あ

が
の
わ
く
わ
く
ド
リ
ー
ム
コ
ン
テ
ス

ト
」
や
「
あ
が
の
自
慢
の
逸
品
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
1
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
4
時

▼
会
場
＝
サ
ン
ト
ピ
ア
ワ
ー
ル
ド
（
久

保
1
‐
1
）

▼
入
場
料
＝
無
料

※ 

観
覧
車
が
無
料
で
開
放
さ
れ
ま
す
。

▼
主
催
＝
市
産
業
振
興
フ
ェ
ア
実
行
委

員
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
産
業
振
興
フ
ェ
ア

実
行
委
員
会
事
務
局（
水
原
商
工
会
内
）

☎
62
‐
２
０
４
７

平
成
27
年
度

阿
賀
野
市
文
化
祭

◎
水
原
文
化
祭
（
水
原
地
区
）

《
作
品
展
》

　

水
原
公
民
館
・
水
原
総
合
体
育
館
の

大
規
模
改
修
工
事
の
た
め
開
催
し
ま
せ

ん
。

《
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
》

▼
日
時
＝
11
月
1
日
（
日
）
午
後
1
時

30
分
〜
（
午
後
1
時
15
分
開
場
）

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー「
研
修
室
」

※ 

開
演
・
開
場
時
間
が
、
都
合
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
い
け
ば
な
展
》

▼
日
時
＝
11
月
2
日
（
月
）、3
日
（
火
・

祝
）
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
3
日
は

午
後
3
時
ま
で
）

▼
会
場
＝
福
祉
会
館
「
ホ
ー
ル
」

《
市
民
茶
会
》

▼
日
時
＝
11
月
3
日
（
火
・
祝
）
午
前

10
時
〜
午
後
3
時

▼
会
場
＝
水
原
代
官
所

※
席
入
り
は
午
後
2
時
30
分
ま
で

《
芸
能
発
表
会
》

▼
日
時
＝
11
月
22
日
（
日
）、
前
半
の

部
…
午
前
10
時
〜
、
後
半
の
部
…
昼
12

時
30
分
〜
（
午
前
9
時
30
分
開
場
）

▼
会
場
＝
福
祉
会
館
「
ホ
ー
ル
」

▼
出
演
団
体
＝
文
化
協
会
加
盟
19
団
体

ほ
か

◎
安
田
芸
能
の
つ
ど
い
（
安
田
地
区
）

▼
日
時
＝
10
月
11
日
（
日
）
午
前
9
時

45
分
〜
（
午
前
9
時
30
分
開
場
）

▼
会
場
＝
安
田
体
育
館

▼
出
演
団
体
＝
文
化
協
会
加
盟
7
団

体
、
和
・
阿
賀
野
連
、
阿
賀
野
ハ
ー
モ

ニ
カ
ク
ラ
ブ
ほ
か

※ 

来
場
者
全
員
参
加
の
安
田
甚
句
や

お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

◎
安
田
文
化
祭
（
安
田
地
区
）

▼
日
時
＝
11
月
2
日
（
月
）、3
日
（
火
・

祝
）
午
前
9
時
〜
午
後
6
時
（
3
日
は

午
後
3
時
ま
で
）

▼
会
場
＝
安
田
体
育
館
・
安
田
公
民
館

※ 
作
品
展
示
の
ほ
か
、
図
書
館
で
の
読

み
聞
か
せ
、
焼
き
芋
・
野
菜
の
即
売
、

お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

◎
笹
神
文
化
ま
つ
り
（
笹
神
地
区
）

《
作
品
展
》

▼
日
時
＝
11
月
1
日（
日
）、2
日（
月
）、

3
日
（
火
・
祝
）
午
前
9
時
〜
午
後
4

時
（
3
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

※ 

1
日
は
建
築
実
演
と
だ
ん
ご
ま
き
、

3
日
は
出
店
も
あ
り
ま
す
。

 

▼
会
場
＝
ふ
れ
あ
い
会
館
・
笹
神
支
所

「
ホ
ー
ル
」

《
ナ
ツ
メ
ロ
大
会
》

▼
日
時
＝
11
月
1
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
（
午
前
9
時
開
場
）
▼
会
場
＝
ふ
れ

あ
い
会
館
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

《
芸
能
発
表
会
》

▼
日
時
＝
11
月
3
日
（
火
・
祝
）
午
前

9
時
30
分
〜
（
午
前
9
時
開
場
）

▼
会
場
＝
ふ
れ
あ
い
会
館
「
多
目
的

ホ
ー
ル
」
※
出
店
も
あ
り
ま
す
。

◎
京
ヶ
瀬
文
化
祭
（
京
ヶ
瀬
地
区
）

▼
日
時
＝
11
月
2
日
（
月
）、3
日
（
火
・

祝
）
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
3
日
は

午
後
3
時
ま
で
）

▼
会
場
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京
和
荘

◎
京
ヶ
瀬
芸
能
祭
（
京
ヶ
瀬
地
区
）

▼
日
時
＝
11
月
8
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
（
午
前
9
時
30
分
開
場
）

▼
会
場
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京
和
荘

「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

▼
問
い
合
わ
せ
＝
当
該
地
区
公
民
館

（
京
ヶ
瀬
地
区
は
京
ヶ
瀬
支
所
、
水
原

地
区
は
生
涯
学
習
課
）

市
立
図
書
館
の
催
し

　

コ
ス
モ
ス
き
ょ
う
が
せ
ま
つ
り
に
合

わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。

◎
雑
誌
・
古
本
市

　

保
存
期
限
の
過
ぎ
た
雑
誌
等
を
差
し

上
げ
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
11
日
（
日
）
午
前
9
時

30
分
〜
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

▼
提
供
冊
数
＝
1
人
5
冊
ま
で

◎
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
上
映
会

▼
日
時
＝
10
月
11
日
（
日
）
午
後
1
時

30
分
〜

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館
「
視
聴
覚
室
」

▼
上
映
作
品
＝
「
め
ぐ
み
‐
引
き
裂
か

れ
た
家
族
の
30
年
」

▼
上
映
時
間
＝
88
分
▼
入
場
料
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
立
図
書
館

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
笹
神
協
議
会

第
12
回
お
楽
し
み
演
芸
会

　

感
動
あ
り
、
笑
い
あ
り
、
会
員
手
作

り
に
よ
る
演
芸
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
23
日
（
金
）
午
前
10
時

〜
（
午
前
9
時
〜
受
付
）

▼
会
場
＝
ふ
れ
あ
い
会
館
「
多
目
的
ホ
ー

ル
」
▼
演
目
＝
民
謡
、
唄
、
踊
り
な
ど

▼
入
場
料
＝
１
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
笹
神
協
議
会
事
務
局
（
市
社
会
福
祉

協
議
会
内
）　

☎
67
‐
９
２
０
３

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

木
管
五
重
奏
の
愉
し
み

　

フ
ル
ー
ト
、
オ
ー
ボ
エ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
、
ホ
ル
ン
に
よ
る
管

楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

▼
日
時
＝
10
月
25
日
（
日
）
午
後
2
時

〜
3
時
（
午
後
1
時
30
分
開
場
）

▼
会
場
＝
吉
田
東
伍
記
念
博
物
館

▼
入
場
料
＝
入
館
料
の
み
（
一
般

３
０
０
円
、
小
中
学
生
１
５
０
円
）

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
吉
田
東
伍
記
念
博
物

館　

☎
68
‐
１
２
０
０

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
協
働
推
進
課 

市
民
協
働
推
進
係
（
内
線
６
０
３
・
３
４
８
）

平
成
27
年
国
勢
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
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市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

FM 76.1MHz
 

　　　　　　　　災害時には、FMにいつ（周波数 76.1MHz）で市の災害情報を放送します。

 

催　
　

し

宝
珠
温
泉

あ
か
ま
つ
荘
催
し

◎ 

生
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
・
歌
・
踊
り

▼
日
時
＝
10
月
11
日
（
日
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
ザ
・
ニ
ュ
ー
コ
モ
ー
ド
（
新

潟
市
江
南
区
）

◎ 

歌
と
踊
り
の
発
表
会

▼
日
時
＝
10
月
18
日
（
日
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
明
間
隆
雄
と
愉
快
な
仲
間
た

ち
（
寺
社
）

【
訂
正
】

　

お
知
ら
せ
版
9
月
15
日
号
に
掲
載
し

た
次
の
団
体
の
出
演
時
間
が
変
更
と
な

り
ま
し
た
。

◎ 

新
舞
踊
発
表
会

▼
日
時
＝
10
月
4
日
（
日
）
午
前
11
時
〜

▼
出
演
＝
安
田
若
美
会
（
保
田
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
宝
珠
温
泉 

あ
か
ま

つ
荘　

☎
68
‐
５
７
２
６

昔
語
り
の
会

▼
日
時
＝
10
月
18
日
（
日
）
午
前
11
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館
「
農
家
の
居
間
」

▼
入
場
料
＝
無
料
▼
定
員
＝
35
人

▼
語
り
手
＝
あ
が
の
お
話
の
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

水
原
文
化
協
会

写
真
作
品
展
示

　

水
原
文
化
協
会
加
盟
団
体
会
員
の
写

真
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

▼
期
間
＝
10
月
23
日
（
金
）
ま
で

▼
時
間
＝
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分
（
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

▼
会
場
＝
市
役
所
2
階
通
路

▼
展
示
団
体
＝
全
日
写
連
阿
賀
野
支
部

▼
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課 

庶
務
係
（
内

線
２
６
７
）

お
知
ら
せ

市
有
財
産
（
土
地
・
建
物
）

を
売
却
し
ま
す

▼
売
払
物
件

① 

河
川
跡
地
（
旧
折
居
川
）
３
９
１
９

㎡
（
し
ら
と
り
団
地
向
か
い
・
国
道

４
６
０
号
沿
線
）

② 

緑
町
地
内
市
有
住
宅
（
木
造
瓦
葺ぶ

き

2
階
建
て
、
敷
地
２
６
３
・
78
㎡
）

③ 

緑
町
地
内
市
有
住
宅
（
木
造
瓦
葺
き

2
階
建
て
、
敷
地
２
４
７
・
93
㎡
）

▼
入
札
方
法

① 

公
募
型
提
案
方
式
（
提
案
金
額
と
土

地
利
用
計
画
を
総
合
的
に
審
査
し
、

最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
認
め
ら
れ
る
人

に
売
却
）

② 

・
③
一
般
競
争
入
札
（
最
低
売
却
価

格
以
上
の
金
額
で
、
最
も
高
い
金
額

の
人
に
売
却
）

▼
申
込
方
法
＝
必
要
書
類
を
管
財
課
に

持
参
す
る
か
、
簡
易
書
留
で
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
＝
11
月
2
日
（
月
）

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
、
管
財
課
・
各
支

所
に
備
え
付
け
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
管
財
課 

財
産
管
理

係
（
内
線
２
７
２
）

不
動
産
公
売
の
実
施

　

市
税
滞
納
に
よ
り
、
差
し
押
さ
え
た

不
動
産
（
農
地
）
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
10
月
1
日
（
木
）
の
公

告
後
に
市
役
所
・
各
支
所
で
公
売
予
定

物
件
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
公
売
実
施
日
＝
11
月
4
日
（
水
）

▼
公
売
実
施
場
所
＝
市
役
所
1
階
「
第

2
多
目
的
ホ
ー
ル
」

▼
当
日
持
参
す
る
も
の
＝
印
鑑
・
公
売

保
証
金

▼
そ
の
他

・ 

公
売
に
よ
る
所
有
権
移
転
に
伴
う
費

用
（
登
録
免
許
税
等
）
に
つ
い
て
は
、

買
受
人
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・ 

農
地
の
不
動
産
公
売
に
参
加
す
る
た

め
に
は
、
農
業
委
員
会
の
交
付
す
る

買
受
適
格
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
10
月
13
日
（
火
）
ま
で
に
農
業

委
員
会
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

公
売
は
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
連
絡
し
て
中
止
の
有
無
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課 

収
税
係
（
内

線
６
８
１
）

法
人
に
対
し
て
法
人
番

号
が
通
知
さ
れ
ま
す

◎
法
人
番
号
と
は

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
導
入
に

伴
い
、
法
人
等
に
対
し
て
法
人
番
号
が

通
知
さ
れ
ま
す
。

　

法
人
番
号
と
は
、
株
式
会
社
な
ど
の
法

人
等
に
指
定
さ
れ
る
13
桁
の
番
号
で
す
。

　

対
象
の
法
人
等
は
、
原
則
と
し
て
特

段
の
手
続
き
を
要
す
る
こ
と
な
く
、
法

人
番
号
が
指
定
さ
れ
ま
す
。

◎
１
法
人
に
１
番
号
の
み

　

法
人
番
号
は
、
1
法
人
に
対
し
て
1

番
号
の
み
指
定
さ
れ
、
法
人
の
支
店
や

事
業
所
、
個
人
事
業
者
は
指
定
さ
れ
ま

せ
ん
。

◎ 

登
記
上
の
所
在
地
に
通
知
書
を
送
付

　

法
人
番
号
な
ど
を
記
載
し
た
通
知
書

は
、
登
記
さ
れ
て
い
る
本
店
ま
た
は
主

た
る
事
務
所
の
所
在
地
に
、
書
面
に
よ

り
国
税
庁
長
官
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

※ 

新
潟
県
内
の
設
立
登
記
法
人
に
対
し

て
は
、
11
月
4
日
（
水
）
に
通
知
書

が
発
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。

◎
ど
な
た
で
も
自
由
に
利
用
可
能

　

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
と
異

な
り
、
法
人
番
号
は
原
則
と
し
て
公
表

さ
れ
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
利
用
で
き

ま
す〔
番
号
の
通
知
後
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
（
法
人
番
号
公
表
サ
イ
ト
）
を
通
じ

て
、
法
人
番
号
を
指
定
し
た
法
人
等
の

①
名
称
、
②
所
在
地
、
③
法
人
番
号
の

3
情
報
が
公
表
さ
れ
ま
す
〕。

　

行
政
分
野
に
お
け
る
法
人
番
号
の
利

用
に
つ
い
て
は
、平
成
28
年
1
月
以
降
、

税
分
野
の
手
続
き
で
利
用
が
開
始
さ
れ

ま
す
。

◎
法
人
番
号
の
最
新
情
報

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
s
://

w
w
w
.n
ta
.g
o
.jp
/

）
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

上
段
「
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
〈
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
〉」
の
バ
ナ
ー
を
ク
リ
ッ

ク
し
て
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
長
政
策
課 

企
画

経
営
係
（
内
線
２
６
１
）

大
日
原
演
習
場

訓
練
予
定

▼
射
撃
訓
練
＝
10
月
5
日
（
月
）
〜
9

日
（
金
）、13
日
（
火
）
〜
16
日
（
金
）、

19
日
（
月
）
〜
23
日
（
金
）、26
日
（
月
）

〜
30
日
（
金
）
午
前
8
時
〜
午
後
5
時

▼
空
砲
等
訓
練
＝
10
月
1
日
（
木
）
夜

12
時
〜
4
日
（
日
）
夜
12
時
〔
終
日
（
連

夜
）
訓
練
〕、
10
月
19
日
（
月
）
〜
23

日
（
金
）
午
前
9
時
〜
夜
12
時

▼
航
空
機
訓
練
＝
10
月
1
日
（
木
）
〜

4
日
（
日
）
午
前
8
時
〜
午
後
5
時

◎ 

演
習
場
内
へ
の
立
ち
入
り
は
、
許
可

が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
駐
屯
地

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
５
１

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
26
年
1
月
か
ら
、事
業
所
得（
農

業
所
得
を
含
む
）、
不
動
産
所
得
、
山

林
所
得
を
有
す
る
白
色
申
告
者
の
全
て

の
人
に
、
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。

　

税
務
署
で
は
、
青
色
申
告
会
等
の
協

力
を
得
て
、
記
帳
・
記
録
保
存
義
務
の
内

容
や
具
体
的
な
記
帳
の
仕
方
等
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◎ 

事
業
所
得
ま
た
は
山
林
所
得
を
有
す

る
白
色
申
告
者

▼
日
時
・
会
場

① 

10
月
20
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
／
胎

内
市
産
業
文
化
会
館
2
階「
会
議
室
」

（
胎
内
市
新
和
町
2
‐
5
）

② 

10
月
21
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
／
水

原
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階
「
研
修
室
」

③ 

10
月
23
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
／
新
発

田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
1
階
「
講

堂
」（
新
発
田
市
中
央
町
5
‐
8
‐
47
）

◎ 

農
業
所
得
を
有
す
る
白
色
申
告
者

▼
日
時
・
会
場

① 

10
月
20
日
（
火
）
午
後
1
時
30
分
〜

／
胎
内
市
産
業
文
化
会
館
2
階
「
会

議
室
」

② 

10
月
21
日
（
水
）
午
後
1
時
30
分
〜
／

水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階
「
研
修
室
」

③ 

10
月
23
日
（
金
）
午
後
1
時
30
分
〜

／
新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
1

階
「
講
堂
」

④ 

10
月
27
日
（
火
）
午
後
1
時
30
分
〜

／
聖
籠
町
町
民
会
館
（
聖
籠
町
大
字

諏
訪
山
１
２
８
０
）

◎ 

不
動
産
所
得
を
有
す
る
白
色
申
告
者

▼
日
時
＝
10
月
28
日
（
水
）
午
前
10
時

〜
、
午
後
1
時
30
分
〜
（
午
前
・
午
後

各
1
回
開
催
）

▼
会
場
＝
新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
1
階
「
講
堂
」

◎ 

共
通
事
項

▼
申
し
込
み
＝
不
要
（
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
）

▼
そ
の
他

・ 

説
明
会
の
所
要
時
間
は
約
90
分
で
す
。

・ 

会
場
の
駐
車
場
は
台
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
。
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

開
催
会
場
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
、
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
税
務
署　

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
６
１

老
人
世
帯
等
の
雪
降
ろ

し
費
用
を
助
成
し
ま
す

　

労
力
的
・
経
済
的
に
自
力
で
の
雪
降

ろ
し
が
不
可
能
で
、
扶
養
義
務
者
や
親

族
、知
人
か
ら
援
助
（
人
的
援
助
も
含
む
）

が
受
け
ら
れ
な
い
世
帯
は
、
次
の
要
件

に
該
当
す
る
場
合
、
市
の
雪
降
ろ
し
費

用
扶
助
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
要
件
＝
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
世
帯

構
成
が
次
に
掲
げ
る
世
帯
で
あ
る
こ
と
。

・ 

高
齢
者
（
65
歳
以
上
の
人
）
の
み
、

ま
た
は
高
齢
者
と
義
務
教
育
修
了
前

の
児
童
で
構
成
さ
れ
た
世
帯

・ 

母
子
世
帯
（
子
は
義
務
教
育
修
了
前

の
児
童
）

・ 

身
体
障
が
い
者
の
み
の
世
帯
で
、
世

帯
主
の
等
級
が
4
級
以
上
（
視
覚
は

2
級
以
上
）
の
世
帯

・ 

前
記
に
準
ず
る
世
帯
（
寡
婦
世
帯
、

知
的
障
が
い
者
等
の
要
援
護
世
帯
）

▼
助
成
方
法
＝
市
の
指
定
し
た
業
者
へ

雪
降
ろ
し
を
依
頼
し
て
、
掛
か
っ
た
費

用
の
う
ち
1
万
円
ま
で
を
助
成
（
超
過

分
は
自
己
負
担
。
助
成
は
3
回
ま
で
）

▼
申
請
方
法
＝
地
区
担
当
の
民
生
児
童

委
員
を
通
じ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
度
認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
場

合
、
申
請
書
の
提
出
は
不
要
で
す
が
、

同
意
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

高
齢
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係
（
内
線

２
３
７
）

・ 

地
区
担
当
の
民
生
委
員

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で

「
心こ

こ

カ
フ
ェ
絆
」
に

話
し
に
来
ま
せ
ん
か

▼
日
時
＝
10
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午

※ 

都
合
の
つ
く
時
間
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

※ 

開
催
日
は
、
偶
数
月
が
第
2
日
曜
の

午
前
10
時
〜
正
午
、
奇
数
月
が
第
2

金
曜
の
午
後
7
時
〜
9
時
で
す
。

▼
会
場
＝
天
朝
山
文
化
交
流
の
家

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
（
茶
菓
代
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市

民
ネ
ッ
ト
あ
が
の　

蛭え
び

子す　

☎
62
‐

０
６
４
９

10
月
は

３
ス
リ
ー
ア
ー
ルＲ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間

　

県
で
は
、
ご
み
減
量
化
を
推
進
し
、
環

境
負
荷
を
軽
減
す
る
た
め
、
10
月
を
3

Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
、
消
費
者
協
会
な
ど
の
団

体
や
高
校
生
が
、
ス
ー
パ
ー
や
文
化
祭

で
環
境
に
や
さ
し
い
取
り
組
み
を
呼
び

掛
け
る
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

「
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
す
る
」「
環
境

に
や
さ
し
い
商
品
を
購
入
す
る
」
な
ど

買
い
物
段
階
か
ら
環
境
に
や
さ
し
い
生

活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

◎
３
Ｒ
と
は

　

Ｒリ

デ

ュ

ー

ス

ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
（
廃
棄
物
の
発

生
抑
制
）、
Ｒリ

ユ

ー

ス

ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
（
再
使
用
）、

Ｒリ

サ

イ

ク

ル

ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
（
再
資
源
化
）
の
頭

文
字
を
と
っ
た
も
の
で
、
環
境
と
経
済

が
両
立
し
た
循
環
型
社
会
を
形
成
す
る

た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
環
境
に
や
さ
し
い
買

い
物
運
動
実
行
委
員
会
事
務
局
（
新
潟

県
消
費
者
行
政
課
内
）　

☎
０
２
５
‐

２
８
０
‐
５
１
３
５

10
月
・
11
月
は

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間

（
後
期
）
で
す

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
確
保
と

有
効
利
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
10

月
・
11
月
の
2
か
月
間
を
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
月
間
（
後
期
）
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
農
地
を
対
象
に
関
係
機
関
が

連
携
し
、
①
、
②
を
中
心
に
、
集
中
的

に
農
地
の
状
況
を
把
握
す
る
「
重
点
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
す
。

① 

遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
是
正
指
導

② 

農
地
の
違
反
転
用
の
早
期
発
見
と
是

正
指
導

③ 

農
地
へ
の
不
法
投
棄
の
早
期
発
見
と

是
正
指
導

④ 

農
地
法
の
許
可
（
届
け
出
）
案
件
の

履
行
状
況
の
調
査
・
確
認

⑤ 

利
用
権
設
定
等
農
地
の
状
況
調
査

⑥ 

相
続
税
・
贈
与
税
の
特
例
適
用
農
地

の
営
農
状
況
等
の
調
査
・
確
認

⑦ 

仮
登
記
農
地
の
利
用
状
況
の
確
認

　

農
業
委
員
会
で
は
違
反
転
用
防
止
の

た
め
、
転
用
許
可
農
地
に
「
農
地
転
用

許
可
済
証
」の
掲
示
を
進
め
て
い
ま
す
。

違
反
転
用
と
疑
わ
れ
る
転
用
や
不
法
投

棄
な
ど
不
適
切
な
農
地
管
理
の
情
報
を

お
持
ち
の
場
合
は
、
情
報
提
供
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
68
‐
３
２
３
８
、
Ⓕ
68
‐
３
４
２
４

平
成
28
年
版

農
業
日
誌
等
を

あ
っ
せ
ん
販
売
し
ま
す

▼
あ
っ
せ
ん
冊
子
・
価
格（
１
冊
当
た
り
）

・・
農
業
日
誌 

１
５
０
０
円

・・
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌 

１
５
０
０
円

・・
新
農
家
暦 

５
２
０
円

▼
申
込
期
限
＝
10
月
21
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
農
林
課

農
林
企
画
係
（
内
線
６
７
６
）
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市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

点
検
を
口
実
に
し
た

商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

点
検
を
口
実
に
家
に
上
が
り
込
み
布

団
等
を
買
わ
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
り
、

高
額
な
リ
フ
ォ
ー
ム
を
勧
め
ら
れ
た
り

と
い
っ
た
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

日
中
、
家
に
い
る
こ
と
が
多
い
高
齢

者
の
皆
さ
ん
は
特
に
注
意
が
必
要
で

す
。被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、き
っ

ぱ
り
断
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◎ 

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

　

市
民
生
活
課
で
は
、
消
費
生
活
相
談

員
に
よ
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
個

別
の
相
談
室
が
あ
り
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

市
民
生
活
課 

相
談
係
（
内
線
２
１
４
）

・ 

新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
９
６

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
等
に

絶
対
に
手
を
出
さ
な
い
で

　

10
月
・
11
月
は
、
麻
薬
・
覚
せ
い
剤

乱
用
防
止
月
間
で
す
。

　

麻
薬
や
覚
せ
い
剤
等
の
薬
物
乱
用
は
、

健
康
に
重
大
な
害
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な

く
、
事
故
や
事
件
の
誘
因
に
な
る
な
ど

深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
麻
薬
や
覚
せ
い
剤
だ
け
で
な

く
、「
合
法
ハ
ー
ブ
」
や
「
合
法
ア
ロ
マ
」

等
と
称
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
「
危
険

ド
ラ
ッ
グ
」
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
「
合
法
」
と
う
た
っ
て
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
覚
せ
い
剤
や
大
麻
な
ど
に

似
た
化
学
物
質
が
添
加
さ
れ
、
意
識
障

害
や
錯
乱
状
態
を
引
き
起
こ
す
な
ど
大

変
危
険
な
も
の
で
す
。
絶
対
に
「
買
わ

な
い
」「
使
わ
な
い
」「
関
わ
ら
な
い
」

で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
地
域
振
興

局 

医
薬
予
防
課　

☎
０
２
５
４
‐
26

‐
９
６
５
１

■対象商品

大清快 LDR シリーズ

（1998 年 9月～ 2000 年 6月製造）

大清快 YDR シリーズ・ハウジング・石油・ガス・業務用

（1999 年 9 月～ 2002 年 1 月製造）

家庭用ルームエアコン

(LDR シリーズ ) 

家庭用ルームエアコン

(YDR シリーズ )
石油エアコン

RAS-225LDR RAS-255LDR RAS-225YDR RAS-255YDR RAK-285DR3 RAK-405DR3

RAS-285LDR RAS-325LDR RAS-285YDR RAS-325YDR ガスエアコン

RAS-406LDR RAS-506LDR RAS-405YDR RAS-406YDR RAG-283KE RAG-323KE

RAS-255LDR-D RAS-285LDR-D RAS-506YDR RAS-255YDR-D RAG-403KEJ

RAS-406LDR-D RAS-255LDR-G RAS-285YDR-D RAS-406YDR-D 業務用エアコン

RAS-285LDR-G RAS-2559SDR RAS-V285DR3 RAS-2833D-I SIK-J500AX SIK-J630AX

RAS-2859SDR RAS-4069SDR ハウジングエアコン SIK-P500HX SIK-P630HX

RAS-V285DR HAS-M221FDR1 HAS-M281FDR1

■問い合わせ

　・　・ 東芝キャリア株式会社 安全サービス推進室

　　☎ 0120-444-899（フリーダイヤル）

　　受付時間：月曜～金曜（祝日を除く）　午前 9時～午後 6時

　・　・ 消防本部 予防課

　東芝キャリア株式会社では、ルームエアコンの

中で、ごくまれに発煙・発火の恐れがあることが

判明しました。平成 16 年 8月から新聞紙上やホー

ムページ等で公表し、全力を挙げて捕捉活動を実

施しています。しかし、現在の捕捉率は約 78％で、

市場ではリコール商品で重大製品事故が発生し、

重篤な人身被害が生じたことから、周知活動の強

化を図っています。

　重大製品事故を未然に防ぐため、いま一度、対

象商品が家庭にないか確認をお願いします。

　対象機種や連絡・相談方法については、同社ま

たは市ホームページに詳しく掲載しています。

リコール商品（東芝製エアコン）の注意喚起

08 月 27 日入札 建設工事等発注状況

工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

猫山 353 号管渠
きょ

工事 ㈲山辰建設 2,106,000 円 93.8% 指名競争 80 日間 6

市野山 159-3 号管渠工事 ㈱川上建設 5,940,000 円 98.9% 指名競争 100 日間 11

交通安全施設設置その 1工事 ㈱新潟デック 3,088,800 円 79.4% 指名競争 90 日間 10

瓢湖観察舎下屋設置工事 ㈱ライズビルド 1,512,000 円 97.9% 指名競争 60 日間 4

消火栓用ポール・標識板（自在バン
ドタイプ）一式購入

船山㈱新潟支店 851,580 円 98.8% 指名競争 H27.09.27 2

排水路用ポンプ修繕 ㈱ミツマ 972,000 円 99.2% 指名競争 90 日間 5

厨
ちゅうぼう

房備品一式その 2購入 新潟調理機器㈱ 1,707,685 円 87.6%
制限付
一般競争

H27.09.10 2

カルテ管理システム購入 源川医科器械㈱ 35,640,000 円 98.5%
制限付
一般競争

H27.09.30 1

旧山倉川浚
しゅんせつ

渫作業委託 五百川組 1,080,000 円 99.0% 指名競争 80 日間 5

土橋北遺跡発掘調査（その 2）業務
委託 

㈱帆苅組 66,744,000 円 99.4% 指名競争 H28.03.15 7

09 月 02 日入札

工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

小松前通線ほか交差点改良工事 ㈱佐藤建設 14,731,200 円 97.7%
制限付
一般競争

145 日間 8

元町 1号線ほか（北新町工区）消雪
パイプ工事

㈱加藤組 16,038,000 円 95.7%
制限付
一般競争

120 日間 7

山口南 100-1-5 号管渠工事 横山工業㈱ 26,136,000 円 95.9%
制限付
一般競争

160 日間 29

山口南 100-2-15 号管渠工事 ㈱渡辺興業 16,956,000 円 95.9%
制限付
一般競争

160 日間 17

環境センター４成分分析計及びばい
じん濃度計更新工事

施設工業㈱ 25,488,000 円 92.6%
制限付
一般競争

H27.12.25 2

千刈国道線ほか（籠田工区）消雪削
井工事 

㈱上松設備 7,452,000 円 96.5% 指名競争 120 日間 5

千刈国道線ほか（羽多屋工区）消雪
削井工事 

㈱興和阿賀野営
業所

7,506,000 円 96.1% 指名競争 120 日間 5

笹神支所直流電源用触媒栓交換修繕 ㈲山﨑電気商会 545,400 円 94.4% 指名競争 H27.10.30 4

野地城中潟線ほか国道交差点設計業
務委託 

開発技建㈱ 7,344,000 円 93.4% 指名競争 180 日間 8

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」（平成 13 年 4月 1日施行）に基づき公表するものです。

第
68
回
新
潟
県
縦
断

駅
伝
競
走
大
会

　

10
月
17
日
（
土
）、
18
日
（
日
）
の

2
日
間
、
妙
高
市
か
ら
新
潟
市
ま
で
の

18
区
間
１
９
７
・
９
km
の
コ
ー
ス
で
行

い
ま
す
。

　

18
日
（
日
）
に
は
、市
内
を
ラ
ン
ナ
ー

が
駆
け
抜
け
ま
す
。
ご
声
援
を
お
願
い

し
ま
す
。
コ
ー
ス
周
辺
は
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
交
通
事
故
に
は
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。

▼
コ
ー
ス
・
先
頭
通
過
予
定
時
刻

○
午
前
10
時
43
分
ご
ろ

　

第
15
区
、
国
道
４
６
０
号
阿
賀
浦
橋

　

を
通
過

○ 

午
前
10
時
50
分
ご
ろ

　

京
ヶ
瀬
駅
前
通
過

○
午
前
11
時
1
分
ご
ろ

　

安
野
小
学
校
前
で
第
16
区
へ
中
継

○
午
前
11
時
3
分
ご
ろ

　

羽
越
線
踏
切
前
交
差
点
を
左
折

○ 

午
前
11
時
5
分
ご
ろ

　

安
野
町
交
差
点
を
右
折
、
国
道
49
号
へ

○
午
前
11
時
8
分
ご
ろ

　

  

北
本
町
交
差
点
を
左
折
、
国
道

４
６
０
号
を
新
発
田
市
方
面
へ

○
午
前
11
時
15
分
ご
ろ

　

神
山
小
学
校
前
を
通
過

○ 

午
前
11
時
23
分
ご
ろ

　

笹
神
橋
通
過
、
新
発
田
市
へ

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県
縦
断
駅
伝
競

走
大
会
事
務
局
（
新
潟
日
報
社 

読
者

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
０
２
５
‐

３
８
５
‐
７
４
４
４

学校、家庭、地域が一緒になって子どもたちを見守り、いじ

めを見逃さないようにしましょう。10 月は「いじめ見逃しゼ

ロ強調月間」です。　学校教育課 学校支援第二係（内線 343） 
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市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

募 　

集 
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
制
度

　

従
業
員
が
消
防
団
に
入
団
し
や
す
く
、

消
防
団
員
と
し
て
活
動
し
や
す
い
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
消
防
団

協
力
事
業
所
表
示
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

消
防
関
係
法
令
に
重
大
な
違
反
を
し

て
い
な
い
、
次
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す

る
事
業
所
を
認
定
し
て
い
ま
す
。

▼
認
定
条
件

・・    

消
防
団
に
入
団
し
て
い
る
従
業
員
が

4
人
以
上
い
る
。

・・    

従
業
員
の
消
防
団
活
動
に
つ
い
て
積

極
的
に
配
慮
し
て
い
る
（
入
団
人
数

は
問
い
ま
せ
ん
）。

・・    

災
害
時
等
に
事
業
所
の
資
機
材
等
を

消
防
団
に
提
供
す
る
な
ど
の
協
力
が

で
き
る
（
従
業
員
に
消
防
団
員
が
い

な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
）。

・・    

消
防
団
活
動
に
協
力
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
の
消
防
防
災
体
制
の
充
実

強
化
に
寄
与
し
て
い
て
、
特
に
優
良

と
認
め
ら
れ
る
。

　

認
定
を
受
け
た
事
業
所
に
は
表
示
証

を
交
付
し
ま
す
。
交
付
を
受
け
た
事
業

所
は
、
表
示
証
を
事
業
所
内
に
掲
示
し

た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
た
り

す
る
な
ど
、
自
社
の
地
域
貢
献
を
対
外

的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格
審
査
に

お
け
る
総
合
評
点
へ
の
加
点
と
い
っ
た

優
遇
措
置
も
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
事
業
所
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

消
防
団
協
力
事
業
所
（
32
事
業
所
）

（
9
月
1
日
現
在　

認
定
日
順
）

㈱
帆
苅
組
、
㈲
澤
田
工
業
、
㈱
坂
詰

組
、
小
菅
建
設
興
業
㈱
、
永
光
建
設

㈱
、
㈱
三
浦
組
、
㈱
ミ
ツ
マ
、
㈱
ラ

イ
ズ
ビ
ル
ド
、
㈲
川
端
商
会
、
㈱
阿

賀
建
設
、
㈱
小
島
組
、
㈱
北
友
建
設
、

㈱
渡
辺
建
設
、
㈱
小
林
造
園
、
㈱
加

藤
工
業
所
、
㈱
ハ
ナ
ザ
ワ
、
㈲
戸
田

建
設
、
㈱
光
建
設
、
㈱
宇
尾
野
設
計
・

機
工
、
㈱
井
上
土
木
、
㈱
神
山
企
画
、

安
田
建
設
㈱
、
㈱
佐
藤
建
設
、
㈱
遠

清
商
事
、
㈲
中
野
建
設
、
㈲
山
辰
建

設
、
㈱
小
林
組
、
㈱
加
藤
組
、
㈱
国

井
組
、
㈲
五
頭
電
気
商
会
、
㈱
石
栗

組
、
㈱
今
井
電
友
舎

▼
問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部 

消
防
団

事
務
局

自
分
の
ま
ち
を
災
害
か
ら
守
る
仲
間

男
性
・
女
性
消
防
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

消
防
団
員
は
消
防
署
員
と
は
違
い
、

普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
持
ち
な
が

ら
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
護
の
精
神
に

基
づ
き
消
防
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

男
性
消
防
団
員
は
火
災
発
生
時
の
出

動
を
、
女
性
消
防
団
員
は
防
火
や
心
肺

蘇
生
法
な
ど
の
指
導
を
主
に
行
っ
て
い

ま
す
。

　

大
切
な
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
守
る
た

め
、
一
緒
に
活
動
し
て
も
ら
え
る
仲
間

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
対
象
＝
次
の
条
件
を
満
た
す
人

・ 

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

・ 

年
齢
18
歳
以
上
45
歳
未
満
の
人

・ 

心
身
と
も
に
健
全
な
人

▼
活
動
内
容

・ 

火
災
予
防
活
動
、
災
害
時
の
消
防
活

動
・
後
方
支
援
等

・ 

各
訓
練
等
へ
の
参
加
（
消
防
団
事
業
）

▼
消
防
団
員
の
待
遇
＝
年
額
報
酬
や
災

害
活
動
・
訓
練
に
出
動
し
た
際
に
手
当

な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

消
防
本
部 

消
防
団
事
務
局

・ 

地
元
消
防
団

笹
神
文
化
ま
つ
り

イ
ラ
ス
ト
募
集

▼
展
示
期
間
＝
11
月
1
日
（
日
）
〜
3

日
（
火
・
祝
）

▼
会
場
＝
ふ
れ
あ
い
会
館

▼
募
集
作
品
＝
ご
ず
っ
ち
ょ
の
イ
ラ
ス

ト
ま
た
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
（
版
権
作

品
は
不
可
）▼
応
募
資
格
＝
市
内
在
住
・

在
学
・
在
勤
の
人

▼
応
募
規
定
＝
Ｂ
判
四
つ
切
（
５
４
０

㎜
×
３
８
０
㎜
）以
内
。
画
材
は
自
由
。

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
応
募
方
法
＝
水
原
公
民
館
を
除
く
各

地
区
公
民
館
に
作
品
を
持
参
し
て
、
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限
＝
10
月
23
日
（
金
）

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
出
展
者
に
は
参
加
賞
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
笹
神
文
化
ま
つ
り
実

行
委
員
会
事
務
局（
ふ
れ
あ
い
会
館
内
）

☎
63
‐
８
０
１
９

10
月
は
里
親
月
間
で
す

里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
庭
で
生

活
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。

そ
の
子
ど
も
た
ち
を
家
族
の
一
員
と
し

て
温
か
く
迎
え
入
れ
、
愛
情
を
持
っ
て

心
身
の
成
長
を
支
え
て
く
だ
さ
る
「
里

親
」
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

里
親
に
な
る
た
め
に
は
、
一
定
の
条

件
や
研
修
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
発

田
児
童
相
談
所　

☎
０
２
５
４
‐
26
‐

９
１
３
１

分
田
児
童
公
園
植
樹

参
加
者
募
集

　

地
域
主
体
の
活
動
に
よ
り
、
分
田
児

童
公
園
を
「
ふ
る
さ
と
の
森
」
に
生
ま

れ
変
わ
ら
せ
る
の
が
、「
分
田
み
ん
な

の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
育
て
た

苗
木
や
募
金
で
購
入
し
た
苗
木
を
植
え

る
人
を
募
集
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
1
日
（
日
）
午
前
9
時

30
分
〜
11
時
30
分
※
小
雨
決
行

▼
会
場
＝
分
田
児
童
公
園
（
東
町

１
１
８
２
‐
2
・
分
田
保
育
園
隣
り
）

▼
実
施
規
模
＝
植
樹
面
積
・
約
2
千
㎡

／
植
樹
本
数
・
約
1
千
本

▼
定
員
＝
約
１
０
０
人
〔
応
募
多
数
の

場
合
は
、
抽
選
の
上
、
参
加
者
を
決
定

し
ま
す
。
結
果
は
10
月
12
日
（
月
・
祝
）

以
降
、
返
信
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
〕

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
応
募
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
参
加
者

の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話

番
号
、
参
加
人
数
（
未
就
学
児
を
含
む

場
合
は
、
そ
の
人
数
）
を
記
入
の
上
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
限
＝
10
月
9
日
（
金
）
必
着

▼
持
ち
物
＝
軍
手
、
雨
具
（
苗
木
、
ス

コ
ッ
プ
は
主
催
者
で
用
意
）、
2
リ
ッ

ト
ル
の
空
き
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

▼
服
装
＝
作
業
し
や
す
い
服
装
・
靴

▼
そ
の
他
＝
こ
の
植
樹
は
「
が
っ
こ
う

の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
新
潟
日
報
、

新
潟
テ
レ
ビ
21
）
と
の
共
催
事
業
で
、

当
日
は
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
＝
分
田
み
ん
な

の
森
実
行
委
員
会
事
務
局　

江
口

〒
９
５
９
‐
２
０
３
１　

阿
賀
野
市
金

田
町
9
‐
81 

社
会
福
祉
法
人
旭
会
内

☎
62
‐
６
３
６
３
（
平
日
の
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
受
付
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

◎  

阿
賀
野
市
散
策
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

（
10
月
コ
ー
ス
）

※
市
教
育
委
員
会
共
催
事
業

▼
日
時
＝
10
月
30
日
（
金
）
午
前
9
時

30
分
〜
午
前
11
時
30
分

▼
会
場
＝
村
杉
・
出
湯

※
五
頭
温
泉
郷
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

▼
集
合
場
所
＝
五
頭
山
麓
う
ら
ら
の
森

「
駐
車
場
」
▼
対
象
＝
先
着
20
人

▼
参
加
費
＝
会
員
５
０
０
円
、
非
会
員

８
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

▼
持
ち
物
＝
飲
み
物
、
タ
オ
ル

▼
服
装
＝
運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴

▼
そ
の
他
＝
雨
天
の
場
合
は
、
笹
神
体

育
館
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
運
動
を
行
い

ま
す
。上
履
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
阿
賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
笹
神
体
育
館
内
・
平
日
、
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
）　

☎
61
‐
２
１
１
１

講
座
・
教
室

ミ
ニ
テ
ニ
ス
講
習
会

　

み
ん
な
で
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
楽

し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
！

▼
日
時
＝
11
月
5
日
（
木
）、19
日
（
木
）

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
笹
神
体
育
館

▼
対
象
＝
2
回
と
も
参
加
で
き
る
人

▼
定
員
＝
先
着
30
人
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

▼
服
装
＝
動
き
や
す
い
服
装

▼
申
込
開
始
＝
10
月
5
日
（
月
）

▼
主
催
＝
市
運
動
普
及
員
会

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
運
動

普
及
員
会
事
務
局
（
健
康
推
進
課
内
・

内
線
６
３
５
）

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

そ
ば
打
ち
体
験
会

▼
日
時
＝
10
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
内
容
＝
そ
ば
打
ち
体
験
と
試
食
会

▼
参
加
費
＝
１
５
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

市
民
の
掲
示
板

元
島
民
の
北
方
領
土
を

語
る
会

　

新
潟
県
婦
人
連
盟
が
下
越
地
区
ブ

ロ
ッ
ク
研
修
会
で
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

会
員
以
外
の
人
も
聴
講
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
10
月
13
日
（
火
）
午
後
1
時

30
分
〜
▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

2
階
「
研
修
室
」

▼
講
師
＝
児
玉
泰
子
氏
（
１
９
４
４
年

歯は
ぼ

舞ま
い

群
島
志し

発ぼ
つ

島と
う

生
ま
れ
。
長
年
返
還

要
求
運
動
の
第
一
線
で
活
躍
）

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
婦
人
会　

五
十

嵐　

☎
62
‐
３
７
９
０

分
田
地
区
芸
能
ま
つ
り

　

1
年
に
1
度
の
発
表
会
で
す
。
皆
さ

ん
の
応
援
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
25
日
（
日
）
午
後
2
時

〜
4
時
30
分

▼
会
場
＝
分
田
小
学
校
「
体
育
館
」

▼
演
目
＝
チ
ェ
ロ
演
奏
、津
軽
三
味
線
、

現
代
舞
踊
、
吟
剣
詩
舞
、
酒
造
り
仕
込

唄
、
分
田
駐
在
所
の
石
井
さ
ん
に
よ
る

寸
劇

▼
問
い
合
わ
せ
＝
分
田
地
区
芸
能
ま

つ
り
実
行
委
員
会 

大
瀧　

☎
62
‐

４
０
４
９

第
4
回
い
け
ば
な
和
泉
会

水
原
教
室
花
展

　

い
け
ば
な
和
泉
会
水
原
教
室
の
花
展

を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
も
い
ろ
い
ろ
な
作
品
を
生
徒
一

同
張
り
き
っ
て
生
け
ま
す
。
皆
さ
ん
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
気
軽
に
来
場
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
10
月
31
日
（
土
）、
11
月
1

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分

（
31
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

▼
会
場
＝
水
原
代
官
所

▼
入
場
料
＝
無
料
（
代
官
所
入
館
料
も

実
行
委
員
会
で
負
担
し
ま
す
）。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
い
け
ば
な
和
泉
会
水

原
教
室
花
展
実
行
委
員
会　

長
谷
川

☎
63
‐
１
２
４
３

歴
史
講
演
会

▼
日
時
＝
10
月
11
日
（
日
）
午
後
6
時

30
分
〜

▼
会
場
＝
福
祉
会
館
2
階
「
遊
戯
室
」

▼
演
題
＝
「
戦
国
・
半
農
半
士
と
信
長
」

▼
講
師
＝
横
山
勝
栄
氏
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化

セ
ン
タ
ー
歴
史
講
座
講
師
）

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
主
催
＝
縄
文
研
鑽さ

ん

倶
楽
部

▼
問
い
合
わ
せ
＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
シ
ン
パ
シ
ー
本
部
・
講
演
係　

☎
62

‐
９
１
８
０

選
手
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー

▼
日
時
＝
10
月
11
日
（
日
）、25
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

▼
会
場
＝
京
ヶ
瀬
小
学
校
「
体
育
館
」

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
運
動
靴
、
手
袋
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル
▼
服
装
＝
運
動
の
で
き
る
服
装

▼
そ
の
他
＝
10
月
4
日
（
日
）
正
午
か

ら
水
原
小
学
校
で
開
催
さ
れ
る
「
あ
が

の
市
民
交
流
ま
つ
り
」
に
お
い
て
、
全

国
大
会
出
場
に
向
け
た
ト
ー
チ
ラ
ン

（
聖
火
リ
レ
ー
）
を
実
施
し
ま
す
。

▼
主
催
＝
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
日
本
・
新
潟
・
阿
賀
野

▼
問
い
合
わ
せ
＝
コ
ス
モ
ス
活
動
所　

山
崎　

☎
63
‐
２
０
５
０

健
康
・
子
育
て

特
別
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

講
演
会

　

中
高
生
の
非
行
・
薬
物
汚
染
・
心
の

問
題
に
関
わ
り
、
生
徒
の
更
生
と
非
行

防
止
・
薬
物
汚
染
の
拡
大
予
防
の
た
め

の
活
動
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
水
谷

修
氏
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
21
日
（
水
）
午
後
7
時

〜
（
午
後
6
時
30
分
開
場
）

▼
会
場
＝
新
発
田
市
民
文
化
会
館
（
新

発
田
市
中
央
町
4
‐
11
‐
7
）

▼
演
題
＝
「
夜
回
り
先
生
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
『
が
ん
ば
ら
な
く
て
い
い
ん
だ
よ
』」

▼
定
員
＝
先
着
９
０
０
人

▼
入
場
料
＝
３
０
０
円
（
全
額
寄
付
し

ま
す
）
▼
申
込
方
法
＝
事
前
に
ろ
う
き

ん
新
発
田
支
店
（
新
発
田
市
中
央
町
3

‐
2
‐
2
）
で
入
場
料
を
納
め
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
際
に
交
付
す
る
入
場
整
理

券
が
当
日
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
後
援
＝
阿
賀
野
市
、
市
教
育
委
員
会

ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
＝
ろ
う
き
ん
新
発
田
支

店
地
区
育
成
会
（
ろ
う
き
ん
新
発
田
支

店
内
）
　

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
３
０
０
７
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健
康
・
子
育
て

統
合
失
調
症
の
家
族
を
お
持
ち
の
人
へ

夜
間
家
族
講
座

▼
期
日
・
講
話
内
容

①    

11
月
5
日
（
木
）

・・ 「
明
日
か
ら
役
に
立
つ
統
合
失
調
症

の
は
な
し
」
／
講
師
・
有
田
正
知
医

師
（
有
田
病
院
）

②    

11
月
12
日
（
木
）

・・ 「
利
用
で
き
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
／

講
師
・
障
害
者
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員

・・ 「
家
族
の
関
わ
り
方
①
」
／
講
師
・

川
尻
臨
床
心
理
士
（
有
田
病
院
）

③    

11
月
19
日
（
木
）

・・ 「
家
族
の
関
わ
り
方
②
」
／
講
師
・

中
川
臨
床
心
理
士
（
南
浜
病
院
）

▼
時
間
＝
午
後
7
時
〜
8
時
30
分
（
午

後
6
時
45
分
〜
受
付
。
初
回
の
み
午
後

9
時
ま
で
）

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
1
階

▼
対
象
＝
統
合
失
調
症
患
者
（
市
内
在

住
）
の
家
族

※
原
則
3
回
全
て
に
参
加
で
き
る
人

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
申
込
期
限
＝
10
月
29
日
（
木
）

▼
主
催
＝
市
さ
く
ら
の
会
家
族
会

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
さ
く

ら
の
会
事
務
局
（
健
康
推
進
課
内
・
内

線
６
３
６
）

10
月
は
「
が
ん
征
圧
月
間
」

い
つ
も
の
暮
ら
し
に

が
ん
検
診
を

　

国
民
の
2
人
に
1
人
が
が
ん
に
な

り
、
3
人
に
1
人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
初
期
の
が
ん
は
自
覚
症
状

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
検
診
で
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
初
期
の
段
階
で
適

切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、
体
の
負

担
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と

も
に
、生
存
率
も
大
き
く
高
ま
り
ま
す
。

◎
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

市
民
の
死
因
の
第
1
位
は
が
ん
で

す
。
特
に
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
胃
が

ん
が
多
く
、
が
ん
全
体
の
約
半
分
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
最
後
の
集
団
健
（
検
）
診
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
肺
が

ん
・
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立
腺
が
ん

の
検
診
を
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
11
月
27
日
（
金
）、29
日
（
日
） 

午
前
8
時
〜
10
時
（
時
間
厳
守
）

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
人

（
前
立
腺
が
ん
検
診
は
50
歳
以
上
の
人
）

▼
料
金
＝
肺
が
ん
検
診
（
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
）
無
料
、
胃
が
ん
検
診

１
０
０
０
円
、
大
腸
が
ん
検
診
５
０
０

円
、
前
立
腺
が
ん
検
診
１
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

成
人

係
（
内
線
６
２
1
・
６
２
２
）

病
児
保
育
室
が
さ
ら
に

使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た

　

病
児
保
育
室
「
お
ひ
さ
ま
」
の
医
師

連
絡
票
取
扱
医
療
機
関
を
、
さ
ら
に
拡

充
し
ま
し
た
。

▼
医
師
連
絡
票
の
新
規
取
扱
医
療
機
関

・・ 

こ
ど
も
の
森
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
新
潟
市

江
南
区
亀
田
向
陽
1
‐
3
‐
39
）

◎
医
師
連
絡
票
発
行
に
伴
う
文
書
料

・・ 

市
内
在
住
の
人
は
、
1
月
に
2
回
以

上
の
医
師
連
絡
票
を
発
行
し
て
も
ら

う
と
文
書
料
が
発
生
し
ま
す
。

・・ 

市
外
在
住
で
市
内
勤
務
の
人
は
、
医

師
連
絡
票
の
発
行
の
都
度
、
文
書
料

が
発
生
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

病
児
保
育
室
「
お
ひ
さ
ま
」　

☎
63
‐

８
０
５
１

・ 

社
会
福
祉

課 

児
童
福

祉
係
（
内
線

２
４
１
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
を
実
施
し
ま
す

▼
接
種
期
間
＝
平
成
28
年
3
月
31
日

（
木
）
ま
で
（
医
療
機
関
に
よ
り
開
始
日

が
異
な
り
ま
す
。
直
接
確
認
く
だ
さ
い
）

※  

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
現
れ
る
ま
で
に

は
約
2
週
間
必
要
と
さ
れ
、
効
果
の

継
続
は
5
か
月
程
度
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
よ
り
有
効
性
を
高
め
る
た
め

に
12
月
中
旬
ま
で
の
接
種
を
お
勧
め

し
ま
す
。

▼
補
助
・
助
成
対
象
者

○
補
助
対
象
者
・
自
己
負
担
額

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
接
種
を
希
望

す
る
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

（
年
齢
は
接
種
日
時
点
）

・・   

満
65
歳
以
上
の
人
…
１
６
２
０
円

・・   

満
65
歳
以
上
で
生
活
保
護
世
帯
の
人

…
無
料

・・   

満
60
歳
以
上
満
65
歳
未
満
の
人
で
、
心

臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
免

疫
機
能
障
が
い
が
あ
り
、
身
体
障
害
者

手
帳
1
級
程
度
の
人
…
１
６
２
０
円

○
助
成
対
象
者
・
助
成
額

・・  

13
歳
未
満
で
2
回
目
の
接
種
の
人
…

１
５
０
０
円

▼
償
還
払
い

　　

補
助
・
助
成
対
象
者
が
全
額
自
費
で

支
払
っ
た
場
合
は
、
印
鑑
を
持
参
し
、

次
の
書
類
を
添
え
て
、
水
原
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・・     

領
収
書
（
無
記
名
・
レ
シ
ー
ト
不
可
）

・・     

接
種
証
明
書
ま
た
は
母
子
健
康
手
帳

に
あ
る
接
種
記
録     

・・     

申
請
書
（
13
歳
未
満
は
ピ
ン
ク
の
助

成
券
の
裏
面
。
そ
の
他
は
水
原
保
健

セ
ン
タ
ー
に
用
紙
が
あ
り
ま
す
）

▼
予
防
接
種
の
予
約
＝
実
施
医
療
機
関

へ
各
自
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

予
約
時
間
等
は
各
医
療
機
関
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

※ 

予
約
を
取
り
消
す
場
合
は
、
必
ず
事

前
に
医
療
機
関
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
無
連
絡
の
場
合
、
接
種
が
で
き

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
予
診
票
と
接
種
券

・・  

平
成
14
年
11
月
1
日
〜
平
成
27
年
4

月
30
日
生
ま
れ
の
人
に
助
成
券
（
ピ

ン
ク
色
）
を
送
付
し
ま
し
た
。
助
成

券
の
再
発
行
は
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

の
み
と
な
り
ま
す
。

・・     

65
歳
以
上
の
人
へ
の
個
人
通
知
は
行

い
ま
せ
ん
。
予
診
票
と
接
種
券
（
水

色
）は
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
、各
支
所
、

接
種
可
能
な
市
内
医
療
機
関
に
あ
り

ま
す
。

▼
ワ
ク
チ
ン
の
変
更
＝
今
年
か
ら
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
成
分
構
成
が

4
種
類
（
昨
年
ま
で
は
3
種
類
）
に
な

り
、
よ
り
高
い
効
果
が
期
待
さ
れ
る
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

▼
そ
の
他
＝
市
外
で
も
接
種
が
可
能
な

医
療
機
関
が
あ
り
ま
す
。
直
接
医
療
機

関
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
請
や

様
式
等
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
水

原
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
（
内
線

６
１
１
・
６
３
８
）

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　

毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

に
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
母
子
健
康
手

帳
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付
を
希
望

す
る
人
は
、
医
療
機
関
で
発
行
さ
れ
た

「
妊
娠
届
出
書
」
を
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

母
子

係
（
内
線
６
３
８
）

10
月
の
お
は
な
し
会

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
歌
、

手
遊
び
を
行
い
ま
す
。

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

▼
日
時
＝
毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
〜

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は

▼
日
時
＝
10
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
〜
（
毎
月
第
2
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室　

☎
47
‐
８
０
６
８

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市内のインフルエンザ予防接種実施医療機関

医療機関名 電話番号 備　考

家田医院 ☎ 62-2192 13 歳以上

うえき内科クリニック ☎ 61-2200

うちだ内科医院 ☎ 61-2020 小学生以上

恩田整形外科医院 ☎ 62-0515 6 歳未満は要相談・重度疾患の人不可

京ヶ瀬診療所 ☎ 67-4356 小学生以上

佐藤医院 ☎ 62-2605 中学生以上・市内在住者のみ

すぎはら整形外科 ☎ 63-0001

鈴木医院 ☎ 61-4050

田中皮膚科医院 ☎ 63-2222

永田医院 ☎ 62-2412

本田脳神経外科クリニック ☎ 63-1111 13 歳以上・窓口予約のみ

安田診療所 ☎ 68-2148 6 歳以上

山﨑医院 ☎ 62-7643 13 歳以上

やまざき小児科 ☎ 62-8500（代表）65 歳未満

わだ耳鼻咽喉科クリニック ☎ 63-1212 小学 4年生以上

脳神経センター阿賀野病院 ☎ 68-3500 外来通院者のみ

あがの市民病院 ☎62-2900（予約専用）
電話予約（午後 2時 30 分～
4時 30 分）・窓口予約

※ 契約外の医療機関で接種した場合、全額自己負担となります。

水原保健センターで同時に受けられる最後のチャンス

乳がん検診・子宮頸がん検診

まだ検診を受けていない人は、この機会に受診してください。

　既に希望日調査票で申し込まれた人には、検診日時の案内

を 10 月上旬に発送します。申し込みが済んでいるのに案内

が届かない人は、問い合わせください。

11 月 15 日（日） 11 月 17 日（火） 2月 16 日（火）

午前 午後 午前 午後 午前 午後

乳がん検診 × ○ × ○ ○ ○

子宮頸がん検診 ○ ○ ○ ○

　○：予約可能　×：予約不可（満員）

■受付時間＝午前 9時～ 10 時 30 分、午後 1時～ 2時 30 分

■会場＝水原保健センター

■対象・料金

種別 対象 料金

乳がん検診

・・ 平成 28 年 4月 1日現在、40

歳以上で偶数年齢の人

・・ 平成 27 年度、無料クーポン

券が送付されている人

・ 40 歳代（2方

向）1,500 円

・ 50 歳以上（1

方向）1,000円

子宮頸がん

検診

・・ 平成 28 年 4月 1日現在、20

歳以上で偶数年齢の人

・・ 平成 27 年度、無料クーポン

券が送付されている人

1,000 円

※無料クーポン券が送付されている人は無料。

　（無料クーポン券を紛失した場合は相談ください）

■申込方法

　電話で希望の日時を申し出ください。予約状況により日時

を調整する場合があります。

■申し込み・問い合わせ＝健康推進課 成人係（内線 622）

（広 告） （広 告）

ローンサンデー相談会 ローンサンデー相談会 のご案内のご案内

開催
日時

開催
店舗

10月 18日（日）午前9時～午後3時

本店（阿賀野市土橋297番地）
　　　　　 ☎ 62-1000

ＪＡ北蒲みなみＪＡ北蒲みなみ

　　　　 「ＪＡとの取り引きはこれから」というお客様も、
　　　　 気軽にお問い合わせ・ご相談ください。

♥
持
ち
歩
こ
う　

エ
コ
バ
ッ
ク

♥
も
っ
た
い
な
い　

上
手
に
料
理　

ゴ
ミ
減
量

食
育
メ
ッ
セ
ー
ジ
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い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も

自
殺
予
防

新
潟
い
の
ち
の
電
話

　

悩
み
や
相
談
に
24
時
間
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
電
話

・ 

新
潟
…
☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐

４
３
４
３

・ 

新
発
田
…
☎
０
２
５
４
‐
20
‐

４
３
４
３

・ 

村
上
…
☎
０
２
５
４
‐
53
‐
４
３
４
３

※ 

い
ず
れ
か
の
電
話

番
号
に
お
か
け
く

だ
さ
い
。

無
料
調
停
相
談
会

▼
日
時
＝
10
月
30
日
（
金
）
午
前
10
時

〜
午
後
3
時

▼
会
場
＝
新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
2
階
「
研
修
室
」（
新
発
田
市
中

央
町
5
‐
8
‐
47
）

▼
内
容
＝
借
金
・
交
通
事
故
な
ど
民
事

の
問
題
、
離
婚
・
養
育
費
・
相
続
な
ど

家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
人

に
、
裁
判
所
の
調
停
委
員
が
調
停
の
利

用
・
手
続
き
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
地
方
裁
判
所 

新
発
田
支
部　

☎
０
２
５
４
‐
24
‐

８
４
９
９

年
金
相
談

▼
期
日
＝
10
月
21
日
（
水
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
会
場
＝
市
役
所
1
階
「
第
2
多
目
的

ホ
ー
ル
」
※
相
談
は
予
約
制

▼
予
約
先
＝
新
発
田
年
金
事
務
所

☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２
８

▼
予
約
時
に
必
要
な
こ
と
＝
氏
名
、
住

所
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
希

望
の
相
談
開
始
時
間
お
よ
び
相
談
内
容

等▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

国
保

年
金
係
（
内
線
２
２
４
）

保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
社
会
、
こ
こ
ろ
の

病
で
悩
む
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
悩
み
に
、
保
健
師
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
来
所
相
談
、
毎
週
水
曜
・
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
（
第
2
・
第
4
水

曜
以
外
は
要
予
約
）
※
相
談
日
以
外
で

も
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推

進
課　

☎
61
‐
２
４
７
４

精
神
科
医
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

▼
対
象
＝
こ
こ
ろ
の
病
に
つ
い
て
相
談

し
た
い
人
（
家
族
も
含
む
）

▼
日
時
＝
10
月
7
日
（
水
）
午
後
1
時

30
分
〜
4
時
（
1
人
30
分
程
度
）
※
予

約
制

▼
会
場
＝
新
発
田
地
域
振
興
局

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田

地
域
振
興
局 

地
域
保
健
課

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
１
３
３

弁
護
士
に
よ
る

「
法
律
相
談
」

　

セ
ク
ハ
ラ
、
Ｄ
Ｖ
、
多
重
債
務
等
も

相
談
で
き
ま
す
。

▼
期
日
＝
原
則
、
毎
月
第
1
、
3
水
曜

※ 

予
約
を
取
り
消
す
場
合
は
、
必
ず
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
時
間
＝
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

（
1
人
30
分
間
）

▼
会
場
＝
市
役
所
１
階
「
相
談
室
」

◎ 

お
急
ぎ
の
人
は
、
次
の
機
関
等
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

① 

法
テ
ラ
ス
新
潟　

　

☎
０
５
０
３
３
８
３
‐
５
４
２
０

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

② 

新
潟
県
弁
護
士
会

　

☎
０
２
５
‐
２
２
２
‐
５
５
３
３

　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
生
活
課 

相
談

係
（
内
線
２
１
４
）

医
師
に
よ
る

が
ん
無
料
電
話
相
談

▼
日
時
＝
月
曜
〜
金
曜
、
午
前
10
時
〜

午
後
5
時
（
予
約
制
）
※
診
察
は
し
ま

せ
ん
。
☎
03
‐
３
５
６
２
‐
８
０
１
５

　
　
　
　

―
㈶
日
本
対
が
ん
協
会
―

健
康
・
子
育
て

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

　

子
育
て
に
奮
闘
中
の
マ
マ
さ
ん
、
パ

パ
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
期
日
＝
10
月
26
日
（
月
）

※ 

第
2
・
第
4
月
曜
（
10
月
の
第
2
月

月
曜
は
お
休
み
し
ま
す
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

※ 

開
催
日
は
図
書
館
休
館
日
で
す
が
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
み
開
放
し
て
い
ま
す
。

▼
内
容

○ 

10
月
26
日
（
月
）
※
月
別
メ
ニ
ュ
ー

　

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」

　

た
く
さ
ん
お
菓
子
を
も
ら
っ
ち
ゃ
お

う
。
ス
タ
ッ
フ
と
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し

み
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
気
分
を
味
わ
い
ま

し
ょ
う
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
マ
イ
カ
ッ
プ（
保
護
者
用
）、

保
育
に
必
要
な
も
の
（
お
む
つ
、帯
な
ど
）

※ 

子
ど
も
の
飲
み
物
が
必
要
な
人
は
各

自
用
意
く
だ
さ
い
（
お
や
つ
は
遠
慮

く
だ
さ
い
）。

▼
主
催
＝
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〝
い
ち
ご
み
る
く
〞

▼
問
い
合
わ
せ
＝
ふ
れ
あ
い
会
館

日
程
・
相
談

図
書
施
設
休
館
（
室
）
日

◎ 

市
立
図
書
館

▼
期
日
＝
10
月
5
日
（
月
）、12
日
（
月
・

祝
）、
13
日
（
火
）、
15
日
（
木
）、
19

日
（
月
）、
26
日
（
月
）

◎ 

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

▼
期
日
＝
10
月
2
日（
金
）、9
日（
金
）、

12
日
（
月
・
祝
）、
16
日
（
金
）、
22
日

（
木
）、
23
日
（
金
）、
30
日
（
金
）

夜
間
役
所
（
10
月
）

▼
期
日
＝
10
月
7
日
（
水
）、21
日
（
水
）

▼
時
間
＝
午
後
7
時
ま
で

▼
場
所
＝
市
役
所 

市
民
生
活
課

▼
内
容
＝
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
・

証
明
、
納
税
、
口
座
振
替
手
続
き
等
。

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
は
交
付
の
み
で

す
。こ

こ
ろ
の
健
康
な
ど
の

困
り
ご
と
合
同
相
談
会

　

悩
み
事
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
ろ
と
体
の
健
康
の
問

題
、
家
庭
内
の
問
題
、
多
重
債
務
等
の

お
金
の
問
題
、
い
じ
め
等
の
人
権
問
題

な
ど
、
日
頃
の
悩
み
を
ま
と
め
て
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
10
月
21
日
（
水
）
午
前
9
時

30
分
〜
午
後
3
時
▼
会
場
＝
市
役
所
4

階
「
４
０
２
・
４
０
３
会
議
室
」

▼
内
容
＝
専
門
家
に
よ
る
相
談
（
司
法

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
公
証
人
、

法
務
局
職
員
、行
政
評
価
事
務
所
職
員
、

行
政
相
談
委
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
精

神
保
健
福
祉
士
、
保
健
師
）

▼
申
し
込
み
＝
不
要

▼
そ
の
他
＝
1
日
で
複
数
の
専
門
家
へ

の
相
談
が
可
能
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

健
康

づ
く
り
係
（
内
線
６
３
５
）

若
者
の
就
労
相
談

出
張
相
談
所

「
阿
賀
野
サ
テ
ラ
イ
ト
」

　

若
者
の
就
労
支
援
を
行
な
っ
て
い

る
「
下
越
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
が
、
出
張
相
談
所
「
阿
賀
野

サ
テ
ラ
イ
ト
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

「
働
き
た
い
け
ど
何
か
ら
始
め
た
ら

い
い
か
わ
か
ら
な
い
」「
人
付
き
合
い

が
苦
手
で
仕
事
が
長
続
き
し
な
い
」「
仕

事
に
就
い
て
い
な
い
子
ど
も
の
将
来
が

心
配
」
な
ど
、
就
職
に
つ
い
て
悩
み
の

あ
る
人
は
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
日
時
＝
毎
月
第
1
・
第
3
火
曜
、
午

後
2
時
〜
4
時

▼
会
場
＝
市
役
所
1
階
「
相
談
室
」

※ 

水
原
公
民
館
が
改
修
中
の
た
め
、
平

成
28
年
3
月
ま
で
（
予
定
）
は
、
こ

の
会
場
で
開
設
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
15
歳
〜
39
歳
ま
で
の
人
と
そ

の
家
族
▼
そ
の
他
＝
相
談
は
無
料
で
、

1
回
50
分
の
予
約
制
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
下
越
地

域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
５
４
‐
28
‐
８
７
３
５
（
祝
日
、

第
2
金
曜
を
除
く
月
曜
〜
金
曜
、
午
前

10
時
〜
午
後
5
時
）

女
性
の
た
め
の

無
料
相
談

　

女
性
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や

問
題
を
抱
え
て
生
き
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
そ
の
女
性
個
人
の
責
任
と
い
う
よ

り
、
こ
の
社
会
の
シ
ス
テ
ム
が
女
性
を

生
き
に
く
く
し
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
女
の
ス
ペ
ー
ス
・
に
い

が
た
で
は
、
悩
み
や
困
難
を
抱
え
た
女

性
た
ち
に
寄
り
添
い
、
共
に
考
え
、
解

決
の
道
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
悩
み
を
持
つ
女
性
の
た
め
に

無
料
出
張
相
談
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

一
人
で
悩
ま
ず
、
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ

う
。

▼
日
時
＝
毎
月
第
3
木
曜
、
午
前
10
時

〜
午
後
4
時
（
原
則
予
約
制
。
当
日
、

電
話
で
も
受
け
付
け
し
ま
す
）

▼
会
場
＝
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
京
ヶ

瀬
支
所
2
階
）

▼
対
象
＝
女
性

▼
相
談
内
容
＝
暴
力
、
離
婚
、
家
庭
や

職
場
の
問
題
、
心
の
悩
み
な
ど

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
暮
ら
し

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
あ
が
の
（
市
社
会

福
祉
協
議
会
内
）　

☎
67
‐
９
５
０
０

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（広 告）

畳のご用命は、安心の畳屋さん畳のご用命は、安心の畳屋さん
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包丁研ぎを始めました。引き取りに伺った上でお届けします

本間　正榮 89 歳 8.30 保　田

賀　キユ 92 歳 9.1 山　崎

北上　セツ 84 歳 9.1 小河原

志田　トシ 87 歳 9.2 　里

仁多見秀威 87 歳 9.3 月　崎

渡邉ハツイ 92 歳 9.6 中ノ通

加藤嘉嗣雄 71 歳 9.6 北本町

本間　忠男 60 歳 9.6 保　田

小菅　昭平 79 歳 9.7 保　田

坂宮　　勝 84 歳 9.7 保　田

鈴木　 衛 78 歳 9.7 長　起

寺尾マサイ 88 歳 9.9 畑　江

儀藤マサヱ 89 歳 9.11 中央町 2

松本　幸子 74 歳 9.11 緑　岡

小林フサイ 87 歳 9.13 姥ヶ橋

佐々木キサ 88 歳 9.14 北本町

佐竹　要一 83 歳 9.14 百津町

※
各
種
相
談
所
お
よ
び
窓
口
は
、い
ず
れ
も
相
談
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

 氏　名 保護者名 住　所

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

涌井　　慶
けい

 水　原

市村　　廉
れん

 押　切

佐藤　　蒼
あおい

 金田町

大谷　　輝
あきら

 保　田

加藤みのり 小河原

石井　花
か

歩
ほ

 寺　社

上松　琴
こと

音
ね

 緑　町

齋藤　慶
けい

太
た

 百　津

漆山　大
だい

悟
ご

 新　保

漆山　慶
けい

悟
ご

 新　保

尾花　來
らい

海
と

 中島町

く  ん

く  ん

く  ん

く  ん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

く  ん

く  ん

く  ん

く  ん

（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）

利　夫
和　美
幸　平
真　美
繁　文
真　代
信　晃
嘉納子
悠

千　智
健　太
亜矢奈
直　弘
千　恵
和　也
明　美
雅　史
千恵子
雅　史
千恵子
由紀緒
裕　美

 氏　名 年　齢 死亡月日 住　所

（9月 1日～ 9月 15 日届出分）

「
う
ぶ
ご
え
」、「
お
く
や
み
」
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
届
出
時
に
係
へ
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
内
在
住
で
出
生
届
を

他
市
町
村
に
提
出
し
、
子
ど
も
の
出
生
を
「
う
ぶ
ご
え
」
欄
や
新
聞
へ
の
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
民
生
活
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

古いコンバインなど農業機械の引き取りもします

不用になりました　トラクター・バイク・トラック・
フォークリフト・重機・大型ダンプ・4条刈グレ
ンタンク付コンバイン（クボタ・ヤンマーのみ） 

お売り下さい（買取専門）お売り下さい（買取専門）お売り下さい（買取専門）お売り下さい（買取専門）

福地オート   阿賀野市野田1066番地2 

◎お電話はこちらへ☎0250-68-4130



25 平成 27 年 10 月号 24平成 27 年 10 月号

　

9
月
2
日
、
市
内
の
フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー

チ
ー
ム
「
阿
賀
野
市
フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
選
手
た
ち
が
市
役
所
を

訪
れ
、
来
年
2
月
に
開
催
さ
れ
る
知
的

障
が
い
者
の
競
技
大
会
「
ス
ペ
シ
ャ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
２
０
１
６
新
潟
」
へ

の
出
場
を
田
中
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

「
阿
賀
野
市
フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
は
結
成
6
年
目
の
チ
ー
ム
で
、

選
手
は
11
人
。
月
2
回
、
京
ヶ
瀬
小
学

校
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
選
手
た

ち
は
、
大
会
で
の
活
躍
に
意
欲
を
見
せ
、

今
後
の
練
習
に
も
、
よ
り
一
層
力
を
入

れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

全
国
大
会
で
の
活
躍
を
目
指
し

多
彩
な
演
目
で
会
場
を
魅
了

マ
チ
ュ
ア
ハ
ウ
ス
横
越
敬
老
会

　

9
月
13
日
、
老
人
保
健
施
設
マ
チ
ュ
ア

ハ
ウ
ス
横
越
（
新
潟
市
江
南
区
）
で
敬
老

会
が
開
催
さ
れ
、
京
ヶ
瀬
中
学
校
の
生
徒

31
人
が
出
し
物
を
披
露
し
ま
し
た
。
同
校

生
徒
が
こ
の
施
設
で
職
場
体
験
を
し
た
の

が
き
っ
か
け
で
昨
年
か
ら
出
演
。
施
設
入

所
者
な
ど
約
１
２
０
人
が
観
覧
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
の
他
、

生
徒
会
に
よ
る
三
三
七
拍
子
や
エ
ー
ル
、

寸
劇
な
ど
、
若
さ
あ
ふ
れ
る
多
彩
な
演
目

で
入
所
者
の
長
寿
を
祈
願
し
、
会
場
を
魅

了
し
ま
し
た
。
最
後
に
生
徒
た
ち
が
入
所

者
の
皆
さ
ん
と
握
手
を
交
わ
し
、
感
謝
の

気
持
ち
な
ど
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

人権擁護委員に再委嘱

　

山
口
康
雄
さ
ん
（
寺
社
）
が
、
10

月
1
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
人
権

擁
護
委
員
に
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
地
域
の
中
で
人

権
思
想
を
広
め
、
い
や
が
ら
せ
、
名
誉
・

信
用
の
侵
害
、
い
じ
め
、
親
族
間
の

も
め
ご
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
住

民
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
無

償
で
人
権
擁
護
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
阿
賀
野
市
で
は
9
人
の
人

権
擁
護
委
員
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
権
に
関
す
る
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。
困
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
ら
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
担
当
・
市
民
生
活
課
（
内
線
２
１
４
）

 

〕

人権擁護をボランティアで 楽
し
み
な
が
ら
消
防
士
体
験

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
フ
ァ
イ
ア
ー
マ
ン

　

8
月
16
日
、
消
防
本
部
で
、
市
内
の
小

学
生
を
対
象
に
、
1
日
消
防
士
体
験
「
第

3
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
フ
ァ
イ
ア
ー
マ
ン
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
親
子
40
人
が
参
加
。
子
ど
も
た

ち
の
防
火
・
防
災
教
育
の
一
環
と
し
て
、

１
１
９
番
通
報
体
験
や
地
震
体
験
、
濃
煙
体

験
、
消
防
車
か
ら
の
放
水
体
験
、
救
助
訓
練

体
験
、
心
肺
蘇
生
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
に
取

り
組
み
、
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
し
た
。再委嘱された山口さん再委嘱された山口さん

生徒会の皆さんによるエール生徒会の皆さんによるエール

がっとぎっとぐっと賞 選考委員特別賞受賞

　

8
月
28
日
、
ア
オ
ー
レ
長
岡
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
潟
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
会
主

催
の
第
3
回
「
が
っ
と
ぎ
っ
と
ぐ
っ

と
賞
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
県
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
を

対
象
に
「
未
来
志
向
」
の
観
点
か
ら
優

れ
た
活
動
を
称
え
る
も
の
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
新
潟
ラ
イ
ト
（
石
塚
久
雄
理
事
長
）

が
選
考
委
員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
法
人
は
、
市
内
で
園
児
に
ジ
ャ

ガ
イ
モ
掘
り
体
験
や
乗
馬
体
験
な
ど
、

自
然
・
動
物
と
親
し
む
事
業
を
行
い
、

人
と
自
然
と
の
豊
か
な
共
存
や
子
ど

も
た
ち
の
心
の
成
長
に
寄
与
す
る
こ

と
な
ど
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

優れた活動が認められ！ 面
白
い
遊
び
が
い
っ
ぱ
い

い
ち
ご
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

8
月
21
日
、
育
児
サ
ー
ク
ル
「
い
ち
ご

ク
ラ
ブ
」
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
い
ち
ご
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
保
護
者
と
一
緒
に
、
塗

り
絵
や
お
面
作
り
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
な

ど
を
行
い
、
子
ど
も
同
士
、
保
護
者
同
士

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
坂
井
悠
志

く
ん
（
北
本
町
）
は
「
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

で
風
船
を
膨
ら
ま
せ
る
の
が
面
白
か
っ
た
」

と
満
面
の
笑
み
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

5
年
に
1
度
行
わ
れ
、
日
本
で
最
も
重

要
な
調
査
で
あ
る
国
勢
調
査
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

8
月
31
日
か
ら
9
月
6
日
に
か
け
て

調
査
員
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
9
回
の
説
明
会
に
は
、
１
８
５
人
の

調
査
員
が
出
席
。
出
席
者
は
、
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
調
査
員
が
、
各
家
庭
を
訪
問

し
て
調
査
票
の
回
収
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
日
本

の
未
来
を
つ
く
る
大
切
な
調
査
で
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
勢
調
査
説
明
会

日
本
の
未
来
を
つ
く
る

長
く
走
れ
る
よ
う
に

持
久
走
教
室

　

9
月
7
日
、
山
手
小
学
校
で
全
校
児

童
を
対
象
に
し
た
持
久
走
教
室
が
開
催

さ
れ
、
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
児
童
の
体
力
向

上
を
目
的
と
し
て
、
市
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

阿
賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ
に
委
託
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

児
童
は
、
早
く
走
っ
た
り
、
ゆ
っ
く

り
走
っ
た
り
す
る
な
ど
の
ゲ
ー
ム
に
参

加
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
心
拍
数

が
増
減
す
る
回
数
を
増
や
し
、
心
肺
機

能
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

走
る
の
が
苦
手
な
児
童
も
楽
し
み
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。



27 平成 27 年 10 月号 26平成 27 年 10 月号

魅
力
満
載 
瓢
湖

　

瓢
湖
は
、
阿
賀
野
市
で
最
も
広
く

知
ら
れ
て
い
る
観
光
地
の
一
つ
で

す
。
し
か
し
、
瓢
湖
が
文
化
財
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は
少
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
文
化
財
と
し
て
の
瓢
湖

を
そ
の
歴
史
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。

◆
白
鳥
飛
来
と
そ
の
背
景

　

今
や
５
０
０
０
羽
の
白
鳥
が
舞
い

降
り
る
地
と
し
て
、
全
国
に
名
を
は

せ
る
瓢
湖
で
す
が
、
記
録
に
あ
る
最

初
の
飛
来
は
昭
和
25
年
2
月
ま
で
さ

か
の
ぼ
り
、
そ
の
数
は
8
羽
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
当
時
は
、
見
慣
れ
た
鳥

で
は
な
く
、
鳥
類
図
鑑
に
よ
っ
て
白

鳥
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
確
認
者
こ
そ
、
初
代
白
鳥
お

じ
さ
ん
と
称
さ
れ
た
、
水
原
出
身
の

故
吉
川
重
三
郎
氏
で
し
た
。
重
三
郎

氏
は
、
餌
の
研
究
を
始
め
、
白
鳥
が

シ
イ
ナ
・
茶
殻
・
野
菜
・
大
豆
を
食

べ
る
こ
と
を
突
き
止
め
ま
す
。
そ
の

後
は
、
子
息
で
あ
り
2
代
目
白
鳥
お

じ
さ
ん
の
故
繁
男
氏
と
共
に
、
人
工

給
餌
の
可
能
性
を
探
り
、
昭
和
29
年

2
月
4
日
、
世
界
で
初
め
て
と
な
る

野
性
白
鳥
の
餌
付
け
に
成
功
し
ま
し

た
。

　

瓢
湖
は
「
水
原
の
ハ
ク
チ
ョ
ウ
渡

来
地
」
の
名
称
で
、
昭
和
29
年
2
月

10
日
に
県
の
天
然
記
念
物
、
同
年
3

月
20
日
に
国
の
天
然
記
念
物
と
し
て

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
餌
付

け
成
功
か
ら
短
期
間
で
の
指
定
を
考

え
る
と
、
県
・
国
と
も
に
待
ち
望
ん
だ

大
偉
業
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

吉
川
親
子
に
よ
る
餌
付
け
以
降

は
、
地
域
の
人
々
の
保
護
活
動
や
環

境
整
備
な
ど
、
官
民
一
体
と
な
っ
て

の
努
力
で
白
鳥
の
飛
来
数
を
増
や
す

こ
と
と
な
り
、
現
在
も
阿
賀
野
市
の

冬
の
風
物
詩
と
し
て
、
大
勢
の
人
た

ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
10
月
初
旬
に
は
、
白
鳥
の

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

◆
希
少
植
物
の
隠
れ
た
鑑
賞
地

　

瓢
湖
に
生
育
す
る
水
生
植
物
と
い

え
ば
、
一
般
的
に
ハ
ス
が
有
名
で
、

夏
の
開
花
時
に
は
、
薄
桃
色
の
花
が

湖
面
を
飾
り
ま
す
。
こ
の
中
に
、
目

立
た
ず
も
生
命
を
つ
な
い
で
い
る
植

物
が
オ
ニ
バ
ス
で
、
そ
の
葉
は
大
き

な
も
の
で
直
径
が
1
メ
ー
ト
ル
を
超

え
、
で
こ
ぼ
こ
と
し
た
表
面
に
あ
る

と
げ
と
細
か
い
し
わ
が
奇
妙
な
印
象

を
与
え
ま
す
。
し
か
し
、
葉
の
大
き

さ
と
は
反
対
に
可
憐れ

ん

な
花
を
咲
か
せ

る
希
少
性
の
高
い
植
物
で
、
昭
和
34

年
3
月
4
日
、「
水
原
の
オ
ニ
バ
ス

群
生
地
」
と
し
て
、
県
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

瓢
湖
で
の
オ
ニ
バ
ス
育
成
、
開
花

成
功
も
吉
川
重
三
郎
氏
に
よ
る
も
の

で
し
た
。

◆
歴
史
深
い
桜
の
名
所

　

瓢
湖
が
完
成
し
た
の
は
江
戸
前
期

の
寛
永
16
（
１
６
３
９
）
年
で
、
当

時
の
水
原
域
領
主
、
新
発
田
藩
溝
口

氏
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　

桜
の
植
樹
に
つ
い
て
記
録
を
た
ど

れ
ば
、
最
初
は
江
戸
後
期
の
元
治
元

（
１
８
６
４
）
年
、
た
め
池
の
護
岸
補

強
を
目
的
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
成
長
と
と
も
に
咲
き
誇
る

桜
花
の
美
し
さ
に
よ
っ
て
、
瓢
湖
は

次
第
に
、
人
々
の
憩
い
の
場
と
し
て

親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
期
に
も
植
樹
が
繰
り
返
さ

れ
、
４
８
２
本
を
数
え
る
ま
で
に
な

り
、
大
正
期
の
資
料
で
は
「
…
4
月

22
日
は
日
曜
で
快
晴
、
午
後
2
時
頃

の
人
出
は
一
万
人
の
多
き
に
達
し
湖

畔
人
を
以
て
埋
む
る
…
」
と
瓢
湖
の

桜
花
は
下
越
の
一
名
勝
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
て
い
ま
す
。

《
参
考
文
献
》
水
原
編
年
史
・
水
原

の
歴
史
風
土
・
関
川
央
氏
研
究
資
料

ほ
か

問い合わせ
市民協働推進課 市民協働推進係 ☎ 62-2510（内線282）

【フェイスブック】http://www.facebook.com/gozuccho.agano

【ホームページ】http://www.city.agano.niigata.jp/site/gozuccho/

ごずっちょのお出掛け情報やごずっちょのお出掛け情報や

近況をお知らせします近況をお知らせします

ごずっちょ通信ごずっちょ通信

● 

ふ
る
さ
と
探
訪
を
読
ん
で
、
水
原

が
な
ぜ
、
算
数
の
ま
ち
な
の
か
が

よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

防
災
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

祭
り
の
写
真
、
迫
力
が
あ
っ
て
臨

場
感
を
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
女
性
）

☆ 

広
報
紙
に
載
せ
き
れ
な
か
っ
た
写

真
は
、カ
ラ
ー
版
で
「
ご
ず
っ
ち
ょ

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ご
ず
っ
ち
ょ
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ

ン
プ
リ
頑
張
れ
！ 

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ご
ず
っ
ち
ょ
グ
ッ
ズ
は
全
部
で
い

く
つ
で
す
か
？ 

こ
れ
か
ら
も
広

報
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
グ
ッ
ズ
を

集
め
ま
す
。　
　

 

（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

新
座
の
話
題
が
載
っ
て
、
新
座
を

懐
か
し
く
思
っ
て
く
れ
る
人
が
い

て
良
か
っ
た
で
す
。（
70
代
・
女
性
）

☆ 

広
報
紙
の
再
編
で
、
自
治
会
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
紹
介
を
交
互
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
月
の
自
治
会

は
「
停
二
」。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

毎
月
、
わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
が

楽
し
み
で
広
報
を
待
っ
て
い
ま

★ ごずっちょのクッキーが
　　　　　　　　　  できたっちょ！

　さくらの
会作業所が
作ってくれ
たよ。味は、
プレーン・抹
茶・チーズの
3種類。市内
のイベント
で販売して
い く よ。10

月 11 日（日）に開催される「コスモスきょう
がせまつり」でも販売されるっちょ。価格は 2
個入りで 100 円。おいしいクッキーだから食べ
てみてっちょ。

★10月はいろんなイベントに
　　　　　　　　　参加するっちょ。
　市内では「あがの市民交流まつり」、JA北蒲
みなみの「収穫感謝祭」に、市外では新潟市の「市
民ハクチョウ・ホワイト・フェスタ」、「にいつ
ハロウィン仮装まつり」、新発田市の「食 king-
Agakita」などに参加して阿賀野市の PRをして
くるっちょ。お出掛け情報は、Facebookや市ホー
ムページでもチェックできるよ。

★ゆるキャラⓇグランプリ2015
　　　　　　　　　　  投票期間中！
　毎日の投票をお願いするっ
ちょ！
　投票は右の QRコードからできる
よ。

す
。
も
う
一
匹
の
家
族
も
大
好
き

で
す
。　
　
　
　

 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ふ
る
さ
と
探
訪
を
読
む
の
が
好
き

で
す
。
文
化
、
歴
史
、
風
土
な
ど

い
ろ
い
ろ
勉
強
に
な
り
、
い
つ
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
女
性
）

☆ 

ふ
る
さ
と
探
訪
で
は
、
こ
れ
か
ら

も
阿
賀
野
市
に
ま
つ
わ
る
歴
史

等
、
興
味
深
い
話
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

野
球
が
大
好
き
な
の
で
、
オ
ー
ル

阿
賀
野
ジ
ュ
ニ
ア
が
全
国
大
会
で

3
位
に
な
っ
て
、
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
。　
　
　

 

（
9
歳
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

8
・
4
水
害
の
時
の
国
道
49
号
の

写
真
を
見
て
、
当
時
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
17
年
も
前
の
こ
と
だ
っ

た
ん
で
す
ね
。　

 

（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

防
災
に
つ
い
て
、い
ま
一
度
、日
々

の
備
え
が
必
要
だ
と
思
わ
せ
ら
れ

ま
し
た
。　
　
　

 

（
60
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

久
し
ぶ
り
に
間
違
い
探
し
を
し
て

み
た
ら
、
苦
労
し
な
が
ら
も
全
部

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
20
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

た
く
さ
ん
の
記
事
、
楽
し
く
読
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
10
代
・
男
性
）

№40№40

P.N そうちゃんさん

かわいいイラストや
すてきなコメントを
ありがとう！

これからもどんどん
送ってください。
楽しみに

待ってま～す♪

瓢湖湖畔の桜並木瓢湖湖畔の桜並木

白鳥の餌付けを行う吉川重三郎氏（昭和 30 年）白鳥の餌付けを行う吉川重三郎氏（昭和 30 年）
（写真提供：瓢湖の白鳥を守る会）（写真提供：瓢湖の白鳥を守る会）

瓢湖で羽を休める白鳥瓢湖で羽を休める白鳥



29 平成 27 年 10 月号 28平成 27 年 10 月号

★ 9月号の正解は次のとおりです。★ ☆ 応 募 の 方 法 な ど ☆

★ 9月号の当選者
・・滝沢政一さん　・・P.N 中ノ通日報さん
・・P.N ごずっちょ LOVE ♡さん　 ・・加藤悠さん
・・P.N ヒメ子さん 　・・佐藤恵美子さん
・・山口信子さん　・・P.N ふたごちゃんさん
・・P.N さすけ君さん　・・P.N カズMAXさん

《応募総数 22 通　20 通正解》
ありがとうございました。

　上の 2つの写真で、5か所だけ違うところがあり

ます。クイズの答えと広報紙への感想や意見を書い

て、郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を記入し、

はがきか電子メール、ＦＡＸで 10 月 15 日（木）必

着で応募ください。ペンネームや匿名での掲載を希

望する人は、その旨をお書きください（氏名も必ず

書いてください）。正解者の中から抽選で 10 人にご

ずっちょグッズをプレゼントします。

送付先：〒 959-2092　阿賀野市役所　広報広聴係

電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp

ＦＡＸ：62-0281

　

 

広
報
広
聴
係 

行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2クイズの答え
切り抜いて貼り付けると

簡単です。ホームページ

にも応募用紙があります。

郵便番号・住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などをお書
きください。

　先月号は正解率が高かったです。せっかく応募して

いるのに、広報紙への感想や意見の記入漏れで無効に

なる場合があります。必要事項をよく確認しましょう。

紙面紙面

　普段はあまり見ることができない「あがの市民病院」の手術室です。手術室は 4つあり、それぞれ最新の機材が
設置されています。※左側が実際の写真です。【お詫びと訂正】9月号のこのコーナーで「ピープルパワー」とし
ていましたダンスグループの名前は「ラビットクラブ」の誤りでした。

★今月のプレゼント★

ごずっちょシール＆
ペンケース ( 赤 or 青 )

わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪

梅干しの寒天ゼリー

【作り方】

① 鍋に粉寒天、水、砂糖を入れ

火にかけて、沸騰させる。

② 火からおろし、粗熱をとる。

③ 梅干しは 30 分間、水に浸し

て塩出しをし、種を除いて細かく切る。

④ ②が冷めたら、③の梅干しを加え、水にぬらした型に流し入れ、冷やし

て固める。

⑤ 固まったら、人数分に切り分け、器に盛る。

【材料】（4人分）

粉寒天………………………………2ｇ

水…………………………………250㏄
砂糖……………………………大さじ 3

梅干し……………………………大1個

ル＆＆ちょシールール＆ールっちょ ル＆＆＆っちょシール＆

● 

今
月
は 

停て
い

二に 

で
す 

●

水
原
駅
を
中
心
に
地
域
が
発
展

　

停
二
は
、
水
原
駅
を
中
心
に
、
本
田

脳
神
経
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
付
近
ま
で
と
、

新
津
駅
方
面
へ
羽
越
本
線
南
東
側
の
市

道
を
約
５
０
０
ｍ
直
進
し
た
所
ま
で
の

沿
線
に
Ｌ
字
型
で
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
原
駅
は
か
つ
て
「
水
原
停
車
場
」
と

呼
ば
れ
、
昔
は
自
治
会
の
名
称
も
「
停
車

場
通
り
二
」
で
し
た
が
、
い
つ
の
頃
か
ら

か
「
停
二
」
と
略
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

停
二
は
、
水
原
駅
を
中
心
に
発
展
し

た
地
域
で
、
本
田
脳
神
経
外
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
等
が
あ
る
土
地
に
は
、
戦
前
、
水
原
郷

特
産
の
繭
を
扱
う
繭
市
場
が
開
設
。
乾

燥
繭
を
保
管
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
3
階

建
て
の
建
物
は
、
町
一
番
の
高
さ
で
し
た
。

　

水
原
駅
前
に
は
水
原
近
郊
の
農
協
の

米
倉
庫
が
立
ち
並
び
、
昭
和
30
年
ご
ろ

ま
で
、
収
穫
期
に
は
米
を
積
ん
だ
馬
車

が
食
糧
事
務
所
の
検
査
を
待
つ
た
め
駅

周
辺
に
長
い
列
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

　

新
潟
交
通
の
営
業
所
も
古
く
か
ら
あ

り
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
駅
前
商
店

街
が
形
成
さ
れ
、
地
域
が
栄
え
ま
し
た
。

最
初
の
集
会
施
設
は
４
自
治
会
共
同

　

停
二
集
会
所
は
、
停
三
会
館
と
同
一

下条祭りの際に仁
に

和
わ

加
か

の前で（平成 12 年 8 月）

南

西

北

東

停二

敷
地
内
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
国
の
食
糧

事
務
所
が
あ
っ
た
所
で
、
昭
和
40
年
代
半

ば
に
停
一
〜
三
・
庚
町
で
土
地
・
建
物
を

借
り
て
集
会
施
設
と
し
た
の
が
始
ま
り

で
す
。
そ
の
後
、
建
物
の
老
朽
化
に
伴
い
、

各
自
治
会
に
判
断
が
委
ね
ら
れ
ま
し
た

が
、
停
二
は
現
地
で
の
改
築
を
決
め
、
平

成
5
年
に
集
会
所
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

下
条
祭
り
は
自
治
会
の
一
大
行
事

　

停
二
は
、
祭
り
が
盛
ん
な
土
地
柄
で
、

下
条
祭
り
に
は
「
駅え

き

盛せ
い

会か
い

」
と
し
て
参
加
。

以
前
は
、
停
一
・
停
三
と
一
緒
で
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
こ
と
か
ら
、
停
二

が
今
も
会
の
名
前
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

先
代
の
仁
和
加
は
、昭
和
50
年
ご
ろ
、

新
津
市
善
道
町
の
台
輪
を
中
古
で
譲
り

受
け
た
も
の
で
す
。
中
で
踊
れ
る
ほ
ど

の
大
き
さ
で
、
6
時
間
か
け
て
現
地
か

ら
引
い
て
運
ん
で
き
た
も
の
で
す
。
現

在
の
仁
和
加
は
先
代
よ
り
小
さ
く
、
下

条
祭
り
で
は
標
準
的
な
大
き
さ
で
す

が
、
昭
和
62
年
の
建
造
当
時
は
水
原
一

大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
に
は
、
女
灯
籠
を
造
っ
て

新
た
に
参
加
。
今
で
も
下
条
祭
り
は
、
停

二
の
一
大
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
青
年
ク
ラ
ブ
」
が
自
治
会
の
中
核

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
へ
の
参
加
や
、

25
周
年
を
迎
え
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
・

新
年
会
の
開
催
、
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
、
お
お
む
ね
40
歳
以
下
の
人
た
ち

で
構
成
す
る
「
青
年
ク
ラ
ブ
」
が
自
治

会
の
中
核
を
担
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
発
想
に
あ
ふ
れ
、
年
配
者
が

若
年
者
に
物
事
を
押
し
付
け
な
い
気
風

が
あ
り
、
何
で
も
語
り
合
え
る
良
い
自

治
会
で
す
。
今
後
も
こ
の
気
風
を
引
き

継
い
で
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
取
材
協
力
＝
松
尾
勝
一
さ
ん
ほ
か
6
人
）

■世帯数 127
■人　口 339

（9月 1日現在）

市役所から市営バス分田線な
どで 4 分～19 分〔水原駅前
通（しゃぼん前）、本田医院前、
水原駅自転車置場前下車〕

夏
の
思
い
出

　

暑
か
っ
た
夏
が
終
わ
り
、
ス
ス

キ
や
コ
ス
モ
ス
が
風
に
な
び
く
秋

ら
し
い
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
も
各
地
で
夏
祭
り
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
々

で
に
ぎ
わ
い
、
新
し
い
交
流
も
生

ま
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

先
日
1
通
の
お
便
り
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
伝
統
の
夏
祭
り
で
、

町
内
会
で
も
大
勢
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
と
ご
協

賛
に
よ
り
盛
大
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
30
年

ほ
ど
前
に
は
30
人
以
上

も
の
子
ど
も
た
ち
が
お

り
、
に
ぎ
や
か
に
、
祭
り

の
中
心
で
活
躍
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
で
は
子

ど
も
会
も
6
人
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
し

か
し
、当
時
の
メ
ン
バ
ー

は
立
派
に
成
長
さ
れ
、

父
親
と
な
り
、
母
親
と

な
っ
て
、
か
わ
い
い
お

子
さ
ん
と
一
緒
に
夏
祭
り
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
町
内

会
に
と
っ
て
も
、
孫
で
あ
り
、
子
ど

も
で
あ
る
皆
さ
ん
が
立
派
に
成
長

さ
れ
、
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

少
子
化
が
進
む
今
日
、
ど
の
自

治
会
で
も
子
ど
も
会
の
運
営
が
厳

し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
に
少
し
で
も
夏
の
楽
し
い
思

い
出
を
つ
く
っ
て
も
ら
お
う
と
、

自
治
会
で
協
力
し
て
頑
張
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
の
努
力
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。

あ
が
の
市
民
病
院
が
開
院

　

新
病
院
建
設
に
当
た
り
、
ご
理

解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た

市
民
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

新
病
院
に
つ
い
て
は
、本
紙
3
ペ
ー

ジ
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、

今
日
、
社
会
は
生
活
が

豊
か
に
な
る
反
面
、
ゆ

と
り
を
失
い
、
食
生
活

や
運
動
不
足
、
ス
ト
レ

ス
な
ど
が
原
因
の
肥
満

や
高
血
圧
、
心
臓
病
な

ど
生
活
習
慣
病
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
高
齢
化
社
会
を
迎
え

在
宅
医
療
・
介
護
の
必
要

性
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

新
病
院
で
は
、
新
た

に
生
活
習
慣
病
の
発
症

や
糖
尿
病
の
重
症
化
を

予
防
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の

皆
さ
ま
の
在
宅
療
養
を
支
援
す
る

た
め
、
2
つ
の
セ
ン
タ
ー
機
能
を

追
加
し
ま
し
た
。
健
康
寿
命
の
延

伸
や
在
宅
医
療
と
介
護
の
充
実
を

図
り
、「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
い
つ
ま
で
も
健
康
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

田
中
清
善
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市
内
見
て
歩
記
の
コ
ー
ナ
ー
等
で
紹
介
し
き

れ
な
か
っ
た
写
真
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　「こうせい」は いろいろな のりものが すきなんだ。くるまや

でんしゃ、ひこうき、ふね、どれもかっこいいな～！ おとうと

の「あいと」と でんしゃのおもちゃで いっしょにあそんだり、

じっさいに でんしゃやふねを みにいったりするんだ！ もっと 

たくさんの のりものを みにいきたいな～♪

小松 輝
こ う

清
せ い

くん（5歳 4か月）／下里（パパ望さん・ママ久美子さん）

【人の動き】 人口 44,408 人（－ 10） 男 21,488 人（－ 20） 女 22,920 人（＋ 10） 世帯数 14,236（＋ 13)

平成 27 年９月 1日現在（　）は前月比　・出生 34 人・死亡 44 人・転入 72 人・転出 72 人

　9 月 12 日、長雨の影響で延びていた平成

27 年産のお米の収穫が、市内各地で本格的に

始まりました。阿賀野市産のお米が 20%お得

な「あがの美味しいお米商品券」が JA など

で販売中です。ぜひお買い求めください。

　僕の名前は「チョロ」

（左）。この家に来たときか

ら、チョロチョロと動きま

わるので「チョロ」になっ

たんだ。僕の名前は「ポコ」。

（下）食いしん坊でお腹が

出ていることから「ポコ」

になったんだ。

　僕らは同じ 1歳で、とっ

ても仲良し。いつも 2匹で遊んで

いるんだ。近所にいる怖いネコか

ら逃げるときも一緒なんだよ。

松﨑健一さん（押切）宅の「チョロ」くん、「ポコ」くん

　8月 24 日、瓢湖で撮影した野鳥「ヨシゴイ」

です。普段は、水辺に生えるヨシの茂みなど

に潜んでいるため、なかなか姿を見ることが

できません。この日は、親鳥が餌になる小魚

をヒナに運ぶ姿などが見られました。

逢逢
あいあい

永永
とと

くん（1歳 10 か月）くん（1歳 10 か月）

わ
ぁ
！

オ
シ
ャ
レ
な

病
院
だ
ね

ど
こ
を
見
て
も

き
れ
い
で
素
敵
ね
！

本
当
に
き
れ
い

だ
な
ぁ
…

パ
パ
っ
た
ら

ど
こ
を
見
て
る
の
よ

も
う
っ
！


